2004年07月26-29日 (世界レムナント宣教大会- 大邱 Exco)

レムナント 大会 

2004.07.26

第1講: 霊的な兵士
聖書: Ⅱテモテ2:1-7

柳光洙 牧師 

聖書のみことば

1 そこで、わが子よ。キリスト・イエスにある恵みによって強くなりなさい。
2 多くの証人の前で私から聞いたことを、他の人にも教える力のある忠実な人たちにゆだねなさい。
3 キリスト・イエスのりっぱな兵士として、私と苦しみをともにしてください。
4 兵役についていながら、日常生活のことに掛かり合っている者はだれもありません。それは徴募した者を喜ばせるためです。
5 また、競技をするときも、規定に従って競技をしなければ栄冠を得ることはできません。
6 労苦した農夫こそ、まず第一に収穫の分け前にあずかるべきです。
7 私が言っていることをよく考えなさい。主はすべてのことについて、理解する力をあなたに必ず与えてくださいます。
→序論 

(1)地球上の問題はなにが問題か? 

1)共同体専門化時代という単語を使った理由 

2)今、とんでもないことをしている 

3)霊的な問題が深刻 

4)それで、霊的戦いをしろとおっしゃる 

(2)神様がなぜ召されたのか?- キリストの良い兵士!(霊的な戦い) 

▲信仰生活に成功した人々- 霊的戦いをした 

1.戦いの対象- 戦いの内容 

(1)戦いの対象- 霊的な癌 

1)創世記3:5 サタン 

2)創世記1:2 アダム以前に霊的問題の存在 

3)創世記4:4-5 宗教 

4)創世記6:5 偶像- ネフィリム 

5)創世記11:1-8 文化の中に食い込む 

(2)戦略 

1)エペソ6:12 主権、力、悪い霊達 

2)病気 

3)破壊 

(3)家庭を倒す 

▲それでこそレムナントが崩れるから... 

(4)結局、聖徒と教会を倒す 

2.戦いの方法 

(1)認識- まず 1番を知っていなければならない. 

1)エペソ6:10-20 私たちの戦いは血肉のものではない 

2)マルコ3:15 悪霊を追い出す権威 

3)マルコ16:15-20 

4)Ｉペテロ5:7-8 

5)ヤコブ4:7 

6)黙示録 

(2)キリストのなかで強くありなさい
1)解決- 既にキリストが解決 

▲創世記3:15 血の契約 

▲創世記6:14 箱舟 

▲創世記12章 カナンの地 

2)確信- 事実そのままを信じること 

▲ヨハネ14:6 

▲マルコ10:45 

▲Ｉヨハネ3:8 

(3)私的な事にしばられない. 

1)心配、未来の心配、私的なことの心配、言い訳をしないで 

2)葛藤は勝ち抜きましょう
3）軍隊はみなあっても、理由はない 

(4)世界福音化しよう- 兵士として徴募した者を喜ばせるため 

(5)霊的戦いの最高の方法 

1)マタイ4:1-10 みことばだけを捕まえよう 

2)傷- 全部、契約に変えよう(戦い中の戦い) 

3)人間関係- 赦そう 

4)イエスの御名を使用- 瞬間瞬間、使用 

5)福音- 根をおろそう(霊的問題は自ずからなくなる) 

3.結果がくる. 

(1)霊的戦いに対して無知ならば- 人の力でとうてい解決することができない問題がどんどんくる 

(2)戦わないで、休んでいたらどのようになるのか? 

▲マタイ13:25 "ところが、人々の眠っている間に、彼の敵が来て麦の中に毒麦を蒔いて行った。" 

(3)霊的戦いをすれば
1)祈りの答え 

▲みことば成就 

▲現場の変化 

▲唯一で最高の答えがくる(皆様の分野で...) 

2)マタイ12:25-45 家系の問題が解決 

3)マタイ4:1-11 主の天使、軍隊を送られる 

4)使徒13章、16章、19章- ムダン（霊媒師）、易、シャーマニズム、占い、偶像文化がみな崩れる 

4.結論- イエス・キリストの勝利の旗を掲げなさい 

(1)キリストが既に凱旋将軍として勝利なさった。この勝利の旗を- 

1)私の胸に 

2)私の生活に 

3)私の家庭に 

4)私の学校に刺そう 

(2)必ず覚えよう(マタイ4:19, マタイ12:22-45) 

1)だまされないで. 

2)肉的な戦いをせず、神様の計画を発見しよう 

3)霊的問題は、本当に信仰を持ってあきらめないで。本当に祈り始めよう(ルカ18:1-8) 

 (The end) 

録音資料 
→序論 

▲この地球上で、なにが問題でしょうか? この答を探さなければなりません。皆様は、祈りの答えを受けています。何が問題でしょうか? 世界は困難になって行っているのに、何がなにが問題でしょうか? これゆえにこの席に座ったのです。なぜレムナントを今まで用いられたのでしょうか? おとなでは遅いために、皆様を用いられるのです。あなたがたは、今、契約だけ握れば何んでもできます。
(1)なぜ共同体専門化時代と話すのでしょうか? 

▲共同体専門化時代- 今、全てのものを奪われてしまったためです。寺でミュージカルを始めました。専門担当者が入って行っているそうです。教会は眠り込んで、みな奪われています。米国は、ニューエイジにみな奪われました。何が問題でしょうか? この答を、必ず探さなければなりません。何ゆえに集まらなければならないのでしょうか? より大きい問題は何でしょうか? 

(2)とんでもないこと- 重要なことは重要に見ないで、重要でないことを重要に見るのです。私たちは話しと考えを、それほど重要でないことに対して費やして、熱心にするのです。私が普通、クリスチャンに会ってみると、あの方が重要な話すよと言っても、会ってみたらそうではありません。それで、未信者が福音を聞けないのです。なにが問題なのでしょうか? 祈りの答えを受けることができないのですが、何をしなければならないのか分かりません。そのあと見て、何が重要なのか? よくないことを熱心にするのです。反対に重要なことは、見ることができません。より大きい問題がきたのです。 

(3)霊的 問題深刻- こういう問題がずっと起きるのです。あなたがたが記憶しなければならないのです。これを人々が知らないのです。それで 

(4)霊的戦い- 今日、私たちに霊的な戦いをしなさいと言われました。これが最初の答えです。神様が私たちに与えられらる一番目の答えがキリストの霊的な兵士です。ここにあらゆる答が出てくるべきです。これをしてこそ、祈り答えがくるのです。このために、世界レムナントがずっと集まるのです。
▲エジプトにくだされた10個の災いの内容をよく見れば、エジプトの偶像です。ナイル川は、エジプトの神です。カエルの災い、エジプトの神です。ほとんどすべてが災いをくだされた部分が、エジプトが全部崇めていた神です。その話しは、なんの話でしょうか? 霊的な戦いです。霊的な戦いを始めれば、必ず祈りが答えられます。
▲ダビデがゴリヤテの前に出たのですが、ゴリヤテはガドの人です。ガドには、何があったのでしょうか? エジプト全体を動かすダゴン神殿がありました。むかしに、契約の箱を奪われた時に、ダゴン神殿に置きました。そこからゴリヤテが出てきたのです。ゴリヤテ人がきて、主に仕える者は、出てこいと言いました。ダビデが出て、万軍の主の御名で出てきた。命が剣にはなく、主の御手にあると言いました。霊的な戦いです。よく一度見ましょう。知っていれば、答えを受けます。
▲今日も牧師達と集まって、そのような話しをしました。放送にキリスト教の相談を多くします。正確に話さないのです。ほとんど、みな聖書的に返事を良くしていました。私がしたら、あのように出来ないと思う程です。良くしますが、一つが問題です。この質問だけすれば、違った話しをします。この質問だけすれば、答がないのです。これが問題だなと思います。聖書で一番重要に見る部分がこの部分なのに、この部分を知らないのです。

▲教会で肉体的なけんかをします。肉体な葛藤をするのです。傷ついた、肉体的なことです。すると、献身することも、肉体的なことなのです。勝つことができません。それでは、霊的問題が深刻になるばかりです。どれくらいになっているでしょうか? この問題は、科学で解決できません。この問題が医学で解決できる問題ではないのです。この問題だけは、唯一、聖書で答を与えているのです。クリスチャンがこれを知らなければならないのです。
▲地球上の問題、私にある問題は何でしょうか? 
私が滅びるのは、何の問題でしょうか? 霊的問題です。神様が霊的問題を解決なさったのです。私たちを霊的な兵士として呼ばれたのです。これが一番目の答えです。その次に何を知らなくて、そのようになるのでしょうか? 競技する者として呼ばれました。最後の時間には、農夫として呼ばれたことをお話します。
Ⅱテモテ2:1 確かに言われています。キリストの良い兵士として苦難を受けるはずです。4節に兵士として生きる者は、自分の生活にしばられません。兵士として徴募した者を喜ばせるためです。このためにレムナントとしてここにいるのです。
私たちがどれくらい皆様を愛したか、２ケ月前から、キム・ドンゴン牧師が練習したのです。インラインスケートを２ケ月前から練習したのです。それで、どこで倒れたのか、靭帯をケガしました。私は、昨日、練習をしている途中で、三回ひっくり返りました。今日、夜明けにまた起きて、ひとりで試みてみたのです。すぐに倒れました。倒れそうになってので、ドアノブをつかみました。つかんだのに、立ち上がることができなかったのです。仕方なくて、座って脱ぎました。レムナントならできるけれど、私たちはできないな。今日、パク・チオン牧師が希望を与えてくれました。考えているよりやさしいです。勇気を持って毎日、練習します。私の 考えですが、何日か練習をすればできるようになるのではないか? しかし、なんでもレムナントでなければなりません。なぜ今、皆様を呼ばれたのでしょうか? 今、この部分を悟らなければなりません。テモテと言うのではなくて、わが子よ。キリストの良い兵士として呼ばれました。この言葉の中に全てのものがみな入っているのです。すべて戦う人は、この戦いをしたのです。信仰生活に成功した人が、この戦いをしました。悟れば、この答えを受けるはずです。
▲偶像にささげた葡萄酒と肉を食べない。ダニエルです。火の中に入っていっても、手をついて礼をしない。シャデラク・メシャク・アベデネゴ。霊的戦いです。この部分を捕まえなければなりません。この部分が違えば、信仰生活がみな違うのです。
▲私の戦いは何でしょうか? 霊的な戦いです。私の職分は、霊的な兵士です。私の職分は、競技する者です。私の職分は、霊的な農夫です。この中にみな入っています。パウロはこのように話しました。すべてのことについて、知恵が与えられるでしょう。あらゆる答えをみな受けます。
私は率直に、この部分を知りながら、祈りの答えが与えられ、勇気が生まれました。心配もなくなりました。私が何をするのかが分かりました。神様は、あらゆる面に全てのものを下さいますはずです。
皆様を見ながら、驚いています。3千名以上が集まりました。一番初めにした時、5百名ほどが集まりました。メッセージができませんでした。わかることができなかったのです。その次に行ったら、ちょっと違いました。何年か前に米国に行ったところ、米国のレムナントが床に座ってメッセージを聞いていました。あちこち動き回っていたレムナントが、前に座ってメッセージを聞いたのです。昨年には、2千名ほどが集まりました。その時には、メッセージの理解が違いました。希望があります。皆様が聖書を全部暗記しても、重要なことを知らなければなりません。テモテに先ず一番に述べた言葉が、霊的兵士として呼ばれたということです。キリストの兵士として呼ばれました。それは、戦う人として呼ばれたのです。霊的な戦いをする人として呼ばれたのです。
1.戦い 対象- 戦いの内容 

▲戦い 対象と戦う内容があります。ものすごく重要です。私が一番嫌いなのが、教会のなかで派閥争いをすることです。なぜでしょうか？幼い時から見たからです。そのような人々が世界教会を壊したのです。肉的な戦いをするからです。教会は家族です。そして、一つのからだです。キリストのからだを作り上げる部分です。 指に問題があれば、切って捨てるのでしょうか? 特別に保護するでしょう。教会の中に足りない人がいれば、どのようにするでしょうか? 特別に保護しなければなりません。あの人は、私の気分を悪くする。悪い人だ。この人は良くしてくれる。良い人だ。これが肉的なことです。ある人が悪いとします。足の指が話を聞かないとします。私は何の病気もないのに、水虫があるとします。洗って、薬を塗るでしょう。私たちは、戦いを肉的な戦いをするのです。ねたむことがありますか? ある日、手と足がこういう話をしました。私達は死ぬほど良いことをしているのに、口が食べて遊んでいるよ。ですから、手足が相談して、仕事をするのをやめよう。手が与えないから、食べられないのです。どこから力が抜けるでしょうか? 口は何の関係もありません。食べないから、手足の力が抜けるのです。これが、救われた者、キリストの思想です。教会では、肉的な戦いをするのです。ですから、負けるのです。長老も肉的な戦いをして、幼稚園児まで肉的な戦いをするのです。胎児・嬰児部でも肉的な戦いをします。ヤコブがエサウにそのようにしました。私はこれをあまりにたくさん見たのです。私は福音がない時も、これは違うと考えたのでした。ある祈梼院に行ったのに、祝福してくださいと祈っていました。それで、それで、そんなことはしないと思いました。要求事項が肉的なことです。牧会も肉的、宣教、伝道も肉的です。それで、レムナントを呼ばれたのです。霊的戦いを戦えになさい。霊的戦いをするのです。対象と内容を知っていなければなりません。
(1)戦いの対象- 霊的な癌 

1)創世記3:5(原罪)- 

▲戦いの内容は何でしょうか? 目に見えないようにやられてしまっています。アダムとエバを誘惑しました。私と皆様がサタンに誘惑されれば、200% 崩れます。なぜでしょうか？とても良いことを与えるためです。肉的にとても良いことを与えて、霊的なことを奪って行くのです。 

イエス様にきて、パンを作って食べなさいと言いました。良いことでしょう。肉的に言うと、とても良い話です。それとともに、私を拝みなさい。そのようにして、霊的なことを奪っていくのです。ここで問題がきました。これを (原罪)と言うのです。皆様は、犯していないのに、受けることです。父が貧しければ、間違ってもいないのに、やられてしまいます。親に霊的問題があれば、子どもには間違いがないのに、やられてしまうのです。父がチャン氏ならば、何の苦労もなくチャン氏です。父が奴隷ならば、自動的に奴隷です。原罪。 

2)創世記1:2(暗闇) 

▲確かにこれは、創世記1:2 アダム以前に存在していました。確かにアダムより前です。それで待っていて、アダムを攻撃しました。今でもまったく同じです。皆様が生まれる前に、暗闇の勢力が存在していました。待っていて、皆様を攻撃するのです。アダムの家庭を押し倒しました。それで、神様は、すぐに救いの扉を開けられました。すぐに光を与え、回復されたのです。これが福音です。創世記3:15, 創世記1:3節です。 

3)創世記4:4-5(宗教) 

▲このように肉的に信じることを宗教と言います。メッセージを可能ならば、早く終えたいと思っています。よく知っているのでしょうが、聞いてください。例話は言いませんが、メッセージをよく聞いてください。仏教が間違っているのでしょうか? この問題は解決できません。だから、宗教なのです。天理教が間違っているのでしょうか? この問題が解決できません。それで宗教なのです。この問題が解決できならないと滅びます。使徒4:12節、ヨハネ14:6節です。霊的戦いと対象と内容をよく知っていなければなりません。
4)創世記6:5(偶像) 

▲創世記6:5節を見ましょう。これが偶像の内に入っていきました。これがネフィリムです。
5)創世記11:1-8(文化) 

▲文化の内に入っていったのです、誰もわからないのです。目が開かれるように祝福します。すると、約束をします。すると、皆様に答えがきます。牧会、勉強をなぜしなければならないのか、答えがきます。その時から、答えがくるのです。質問を書いて出したのですが、率直な話で、心配する必要はありません。別に答える必要がないと思います。今まで手紙やインターネットで質問を受けたのですが、答える価値がある質問がありません。皆様の質問を、戦いの対象を考えて、一度、見て下さい。答が出てこないでしょうか? これをわかっていないことが、霊的な目が開いていないと言うのです。 

堕落するしかなくなり（ネフィリム）、それが文化の内に入りました。それで、米国、ヨーロッパの人は用心しなさいということです。分からないと、後ほど問題が来てからではおそいのです。これをこのように表現したのです。「霊的な癌」です。早く発見しなければやられてしまいます。よく食べて、良く暮らしていれば良いということではありません。どんどん入ってきます。いくら努力しても、静かにしていても入ってきます。ずっと入ってくるのです。そして、これが相当な戦略を持っているのです。
(2)戦略- 戦略がすごいのです
1)エペソ6:12 主権、力、暗闇の世の中の支配者 

2)病気- いろいろな病気を作りだします。このようにして 

3)破壊- 結局は破壊させます。ここに無知な人々は、解決されることができません。私たちの戦いの対象は、これです。 21世紀には、より大きい問題がくるはずです。勝つことができる力を私たちにくださいました。聖書には人間関係、赦しのことをなぜ話されているか知っていますか? 誤った人を赦して、理解しなさいと言われたのでしょうか? これ以上、霊的問題に引っかかるなということです。聖書になぜ心配するなと言われているのでしょうか? Ｉペテロ5:7-8節です。霊的問題に、これ以上引っかかるなということです。知識人、経済人が目を開かれなければなりません。そうでないから、結局は崩れるのです。戦略をこのように使うために、私たちは防止することが出来ません。この目を開かれましょう。キリストの良い兵士として呼ばれました。この話だけ悟れば、簡単に勝ちます。共同体という言葉をなぜ使うのでしょうか? これをしなければならないからです。この戦いをしなければなりません。専門化という言葉をなぜ使うのでしょうか? 生かさなければならないからです。わかることを希望します。わからなければ、祈りの答えを受けられません。サタンは、結局は家庭を倒し、レムナントを倒すのです。
(3)家庭- 皆様の問題ではなくて、家庭を倒すのです。それでこそレムナントが崩れるから... 

(4)聖徒と教会- 結局、聖徒と教会を押し倒すのです。

2.戦いの方法 

▲どのように戦って勝つことができるのでしょうか? 

(1)認識 

▲最初に、この部分(1番）を知らなければなりません。この部分を認識できなくて、無知なのに勝てるでしょうか? 

1)エペソ6:10-20 パウロは、私たちの戦いは血肉のものではなく、この敵との戦いだと言いました。これを知れば、福音を伝える理由が分かりません。実感が起こらないと、信じられないのです。祈りの答えを正しく受けることができなければ霊的戦いに勝利できません。正確に知っていなければなりません。にせの宗教が知っているかのように知っていてはなりません。聖書通りに知っていなければならないのです。正確に知っていなければなりません。すると、答えがきます。
この場にいて、わからない人も、このメッセージの影響を受けるでしょうが、わかる人には、驚くべきみわざが起きます。
暑いのに、店で飲物を一つ買って飲んでいたのですが、突然にドアが開きました。男の人が入ってきました。からだがふらふらしていました。見る瞬間、この人は酒をたくさん飲んでいるなと分かりました。おばさんに酒をくれと言ったのです。おばさんが、酒はないと言いました。おじさんを見て、とても酔っているでしょう? 私は、酒を飲んでいないよと言って帰って行きました。行きながら、私は酒を一つも飲んでいないのにと言いました。車に乗って行ったのですが、車もふらふらしていました。酒をかなり飲んで酔っぱらっていたら、自分は酔っていないと言います。酒も半くらい飲んだ人が、酒を飲んだと言いますが、非常にたくさん飲んだ人は、酔っていないと言います。非常に悪魔が充満した人々は、いることも知りません。完全にやられているのです。私たちの戦いは血肉の戦いではありません。聖書をよく見ましょう。
2)マルコ3:13-15 悪霊を追い出す権威を与えるためだと言われました。
3)マルコ16:15-20 すべての民に行きなさい。御名によって悪霊を追い出しなさい。確かに話されました。
4)Ｉペテロ5:7-8節には、ほえたける獅子のように 

5)ヤコブ4:7 悪魔に立ち向かいなさい
6)ヨハネ黙示録 たくさん言及されています
▲最初に認識しなければなりません。聖書的に、科学的に理解してこそ大学福音化が可能できます。米国福音化ができ、学校福音化ができるのです。
(3)キリストにあって強くなりなさい
▲キリストの恵みの中で強くなりなさい。２つの意味があります。
1)既に キリストがすべての問題を解決されました。
▲創世記3:15 女の子孫(血の契約), 創世記6:14節に箱舟の中へ入っていきなさい。創世記12章のカナンの地

2)確信- 事実そのまま信じることです。
▲事実を信じることです。
Ｉヨハネ3:8節です。イエス様は、私たちの罪のために。ヨハネ14:6節に道を開けるために。Ｉヨハネ3:8 悪魔のしわざを打ち壊すために。どちらが重要かと言えないほど重要です。勝つ方法です。 

(3)日常の事にしばられないで
▲何も心配する必要がありません。今日から未来を心配する必要がありません。一般の世の中の人々が話すこととは違う言葉です。未来をどのようにするのか? タラントはどのようにするのか? それは、神様を信じない者が言うことです。私的なことを心配しないで。私的なことに縛られないで。皆様が誤って学ぶならば、大変な事になります。しきりに救われることができない者の方式を学ぶのです。そのように学ぶと問題がきます。それで、世界福音化ができないなのです。神様が皆様の未来を責任を負われないでしょうか? 今、霊的戦いに勝ちましょう。これが事実ならば深刻なことです。事実でなければ、今のように信じれば良いのです。これが事実ならば深刻でしょう。この部分が事実ならば、どのようにしなければならないのでしょうか? 今、宗教生活をするかのようにしなければなりません。これが事実でないなら、今、していることが良くすることです。地球上でよく信じる人が、この人達です。これが事実でないならば、地球上によく信じる人がパリサイ人です。それで、ヨーロッパ教会が門を閉めました。今でも活動しています。私はこれが事実だと分かりました。すると、祈ればよいのです。信じても、信じなくても、答えはくるようになります。大部分の私を知っている人は、証拠を見てついてきました。人が足りないから見てついてきたのです。15年前、17年前に、私たちの信徒も見て信じなかったのです。私を見つめたら、信じられなかったのです。私のような者を見たから信じられなかったのです。私は信じました。いまは証拠を見て、話すべき言葉がありません。良い信仰ではありません。皆様、これが事実ならば、祈りで解決します。今年は、3千何百人が来ました。普通の団体で来たら、むずかしいのです。十何年間、事故なくきました。これからもずっと働きが起きるはずです。レムナントが大きく起きることがあるでしょう。
皆様は心配することもありません。神様が亡くなったでしょうか? なにが心配でしょうか? 聖書が神様のみことばであることを信じられないでしょうか? 心配するなと言われました。今でもあなたがたの敵である悪魔は探し回っています。葛藤に勝ちましょう。兵士が葛藤していても良いでしょうか? 私的な事にしばられないようにしましょう。軍隊に行ってみたことがあるでしょうか? 理由がありません。寝ていても、起床と言われたら、出て来なければなりません。時計が二時なのに起床か? そのような理由がありません。全体起床と言われたならば、寝ている途中でもみな起きなければなりません。理由がないのです。言い訳をする必要がありません。キリストの良い兵士として召されました。この話をわかることができなければ、皆様の持った傷は、永遠に残ります。皆様が亡くなる日、ここに捕まってしまうはずです。絶対にです。賢いレムナントがいます。話を分からなければなりません。レムナントは賢いのです。奨学生を選ぶのが難しいのです。勉強ができない学生は、自分の機能にみな優秀です。昨日、見てください。賛美、英語、ダンス、勉強が良くできて、普通のレムナントではありません。おとなはダンスをそんなによく踊ることができません。普通は、そうです。必ず記憶しましょう。今日、重要なことは、兵士として、徴募した者を喜ばるのです。その話はなんの話でしょうか? 

(4)世界福音化- 世界福音化をしなさい。兵士として、徴募した者を喜ばせるためです。
(5)霊的戦いの最高の方法 

▲どのようにしなければならないのでしょうか? 騒々しく戦うのではなく、静かに戦う方法があります。
1)マタイ4:1-11 みことばだけを捕まえましょう。今日、今回の集会でみことばだけ捕まえたら、答えは来ます。パンにして食べなさい。人は神様のみことばで生きるはずだ。名誉心を刺激しながら、神殿から飛びおりてみなさい。主であるあなたの神様を試みてはならない。全てのものを皆上げるから、私を拝め。みことばを持って勝ちましょう。みことばだけよく知れば良いのです。戦わないで勝つ最高の方法 

2)傷- これが、サタンの攻撃の的になるのです。これを全部、契約に変えましょう。既に終わったのです。皆様の傷は契約として握りましょう。上手にやりましょう。
3)人間関係- その中にサタンの勢力を打ち破る最も正確な方法があります。赦しです。イエス様が祈りを教えて、最後にこの話をされました。祈りの中でも、この話をされたのです。赦してください。そのように祈りをしなさいと言われました。エステルを赦します。ですから、私を赦してください。兄弟を赦さないと、父があなたを赦さない。誤った人を判断する中に、サタンからの攻撃を受けることがあります。戦わないで勝つ方法です。
4)イエス・キリストの名前- 最高の方法、瞬間、瞬間‘イエス・キリストの名前’を使用しましょう。40-50年、握っている無知の勢力が離れ去るように。イエスの名前で縛られるように。簡単です。使徒3:6節です。方法です。どれくらい簡単でしょうか? 

5)根- いいかげんに聞かず、根をおろしましょう。すると、霊的問題は自然に解決します。
▲現場に行けば、根をおろすしかありません。家系の問題をよく見ましょう。福音に根をおろすしかありません。教会の現場をはっきり見ましょう。5人が福音の根をおろせば、すべての問題が解決します。救われておいて、やられてしまうのです。福音の根をおろせば、すべての問題が解決します。この話を言い換えれば、信仰と言うのです。 

▲私たちの戦いは、霊的戦いです。知らずに肉体戦いをします。執事の間で戦うのです。私はいまだに分からないことです。私たちチームは、福音に答が出た人々です。一緒に仕事をしながら見ると、葛藤が多いのです。いまだに理解できません。理解をしようとしても分からないのです。福音の味を見たことがないのでしょうか。福音の根をおろせばなんでもないのに、頭も悪いな。お互い葛藤すれば、お互いが崩れます。それは信仰もないのですが、頭も悪いなと思います。信仰もなくて、頭も悪いからやられてしまうのです。
3.結果がくる 

▲必ず結果は来ます。霊的な戦いに対して無知ならば、どのようになるのでしょうか? 

(1)霊的戦いに対して無知ならば 

▲霊的な戦いに対して無知ならば、人の力ではとうてい解決出来ない問題がどんどんきます。これが霊的問題の無知です。一生、こういう事がないように祝福を受けることを希望します。
(2)私達が戦わないで休んでいれば、どのようになるのでしょうか? 

▲暗闇勢力は、私達に勝つことはできません。私達が戦わないと、どのようになるのでしょうか? “休んでいれば(マタイ13:25)” 私達が寝ている時、敵が毒麦を撒きます。簡単に言うと、ものすごい権威をもらっておきながら、寝ている時、敵である悪魔は、敵の毒麦をずっと撒くのです。イエス様が勝たれたゆえに問題がないのに、寝ているので、皆様の学校、家庭、家に毒麦を植えるのです。
(3)霊的戦いを戦えば- 祈りの答え 

▲皆様が戦えば、祈りの答えが来ます。
マタイ12:25-45 家系の問題が解決しはじめます。
マタイ4:1-11節を見ましょう。霊的な戦いをすれば、主の天使を送ってくださいます。戦わないのに、なぜ送られるでしょうか? 戦えば、神様が軍隊を送られます。イエス様が霊的戦いに勝たれた後、主の天使がきて、仕えたと書かれています。戦いだけすれば良いのです。 

使徒13, 16(占い、悪霊文化), 使徒19:8-29(偶像) 偶像文化が破られました。

▲いくつの重要な答えがきます。霊的戦いをしさえすれば、多くの答えがきますが、３つのことは確かに来ます。
1)みことばの成就- この答えが来ます。パンで生きるのではなく、神様のみことばで生きる。
2)現場の変化- 不思議な事が行われます。
3)唯一で最高の答えがくる- 皆様の分野で唯一ながら、最高の答えがきます。仮りに皆様が医者になっても、唯一の答えが来る最高の医者になるのです。どれくらい簡単でしょうか? 霊的戦いだけ戦えば、答えがくるのです。私たちが戦う対象ではありません。すでにキリストが勝たれました。定刻の祈りの時、少しだけしてもみわざが起きます。
▲質問-皆様の質問を見ました。学生らしいと感じられました。
(1)世の中が成功する道に沿って行かなければならないのでしょうか? 就職と行きたいコースのどちらに行くべきでしょうか? 面白い質問です。この程度で心配することでしょうか? 世界を生かすレムナントの質問ではありません。神様が地球上で最も貴重にご覧になるはずなのに、心配をすることだけのことはあるでしょうか? しかし、皆様の信仰がより良くなるべきです。受けた祝福がより大きいのです。これからは、こういう心配をしないでください。就職できないと言わないで。すると、誰の責任でしょうか? 神様の責任です。結婚できない。行かないで。心配になるのでしょうか? 私たちは、何にも心配する必要がありません。私の友人は、こういう女性を妻にくださいと祈りました。身長はいくら、長老の娘、梨花女子大出身、このように書き留めました。本当に答えられたのです。私に自慢していました。私たちが結婚をするで、祈ってくれと言いました。内心祈り通りなりました。しかし、すでに別れてしまいました。一つも助けになりません。そのような心配もしないで。女ならば良いです。心配が多いでしょうか? 心配する必要がありません。皆様、孤児の習慣をしてはなりません。わたしはあなたがたを孤児のようで捨てません。答えが早くこないならば、ずっとしていれば良いのです。することが生じねばならないのに生じないでしょうか? ずっと遊べばよいのです。話をしてみましょうか? 私は、26歳までできることがありませんでした。それで、よくならないと思いました。ところが、そうではなかったのです。27歳に答えを探したのです。世界福音化、これゆえに足りないけれど、しなさいと呼ばれたのだと、本当に悟ったのです。伝道運動をしても、その前には悟れませんでした。未信者のように考えて行動してはなりません。サタンが攻撃をするのです。未信者のように不信仰と葛藤をするから、やられてしまうのです。ある神学者の言葉通り、これがいなければ良いがこれがいるのです。権威が砕かれたのですが、今も活動しています。どんどん攻撃してくるのです。事実は、聖書を信じないのです。心配する必要がありません。後ほど証しすることがあるでしょう。今は証しすることがないとしても、かまわないのです。準備ができていないのか、うつわが非常に大きいからです。私が神様の子どもか? 私が霊的な秘密を知っているのか? 知らないか? この重要なこおを悟ったのか? 悟っていないのか? 使徒ペテロが、心配するなと言ったのですが、この話を悟ったでしょうか。イエス様が公生涯を始められやいなや、この存在は試みました。黙示録には、より深刻になるのに、どのようにするのでしょうか? 

(2)多くの質問をしました。メッセージが生活で適用できない。メッセージ、生活が別です。まず、ほめたいのです。率直です。そのようなことでしょう。メッセージと生活が完全に一緒に行くということは、ほとんど不可能です。私達が一つゆえに答えを受けますので、これゆえに答えを受けることではありません。福音をひとつ悟った、これゆえに答えを受けるのです。心配は良心的だけれど、答えとは関係はありません。
(3)親の離婚、別居、家庭に押さえられる時がたくさんある。大きくしっかりしましょう。それが家系の霊的な 問題です。悟れば良いのです。それゆえに祈りましょう。責任は皆様にはありません。しかし、勝利する権威はあります。家系を生かす使命があります。
(4)未信者を交わることはどうなのか? 未信者と結婚する、それが問題ではありません。もし皆様の人生が福音の方向なのか、未信者の方向なのかを聞きたいのです。未信者は良いのですが、一つの理由ゆえに交わることができない。そのような質問でしょうか? でなければ、会ってみたら未信者で、行ったり来たり見て回って会ったのが未信者か? そのような質問でしょうか? 私は、このように考えます。私は信仰生活を味わっていて、とても良い人がいるのに未信者だった、そのような質問でしょうか? すると、考えが違わなければなりません。私たちは世界宣教もするので、考えてみる必要もあります。教会に行ってみましょう。福音は良いのに、人間はあんまり良くないということです。この質問をレムナントらしく考えてみましょう。皆様がみことばと関係なく、全く訓練、信仰生活と関係がなく生きていれば、未信者に会うしかありません。影響を受けるしかないでしょう。選択の余地がないのです。その質問ならば、Noです。あなたの人生を変えなさい。私はそのように言いたいのです。
(5)色々な質問がたくさん出てきました。自殺、家出、たくさん出てきました。考えることができる問題です。女友達、援助交際、こういう部分が出てきました。自殺経験した人々がいます。インターネットにも自殺サイトがショッキングなのに、人気を呼んでいます。薬物中毒、暴力問題、等等の話です。これから、もっとひどくなるはずなので、どのようにするのですか? これから、深刻化するはずです。学生達100%が、からだを売ろうと通えば、どのようにするのですか? そのような日がきます。どのようにするのでしょうか? みな崩れる時刻表がくるはずなのに、どのようにするのですか? 普通の霊的問題ではありません。本当に戦わなければならないのです。
4.結論- イエス・キリストの勝利の旗を掲げましょう。
(1)キリストが既に凱旋将軍で勝利なさいました。旗だけさしましょう。キリストが勝ったゆえに、この勝利の旗を- 

1)私の胸に 

2)私の生き方に 

3)私の家庭に 

4)私の学校に刺しましょう。
▲どれほどやさしいでしょうか? わたしについてきなさい。わたしが人をとる漁師にしてあげよう。
(2)必ず記憶(マタイ12:22-45) 

1)だまされるな 

▲良心的な質問なのですが、だまされることがあります。私たちの親は、なぜこうなのか? 父母が、そうだと言って、同じ問題を持つ必要がありません。お金がなぜないでしょうか? 正しい話です。だまされることができるます。お金がない人はみな泥棒にならねばならないでしょうか。一般的に、だまされるようになっているのです。家庭に問題があるといって、私に問題がある理由がありません。だまされないで。文化を見てだまされないで。特別なことがない。だまされないで。世の中の人々を見れば、すごいように見えます。だまされないで。だまされやすい年齢です。歌手の人気を見ながらだまされることがあります。下手すると、霊的な目が開いた人を見れば、皆様を見れば笑います。霊的に空虚な人であるほど、よくだまされるのです。
▲日本を見ましょう。韓国にあんな俳優いたのか? そのように理解すればよいのです。韓国でペ・ヨンジュはたいしたものだと言うなら、かまいません。そのように話せば分かります。私の人生、死んでいるようだったのに、生きている意味が分かったと、そのように話しました。本当に正常だと考えるでしょうか? 映画を撮影した場所にくるために、押し寄せてきます。それで、日本語ですが、韓国語で翻訳するなら、乞食シンドロームが出てきました。お金がない女の人が、借りて来たのです。あなたがたは、だまされないで。それは、すごく虚しいということなのです。エステルを見たら素敵だ。それは正常です。エステルを見て気絶しそうだ。それは問題があります。エステルが柳牧師を見て素晴らしい。正常です。私は、柳牧師を見ると、自殺したくなる。すると、おかしな女性です。おかしな時代がきました。この病気がレムナント時に入るのです。これを今、直すことができなければ、一生苦労します。拍手したり、熱狂することは理解できます。私は本当に分からないことがあります。気絶することです。私がはじめに映画だと思っていました。米国であったことです。早く福音を伝えないと大変だな。あなたがたをだまそうとするはずです。
▲私は俳優、長官、将軍をたくさん知っています。皆様が行って手助けしなければなりません。ファンになって声を叫ぶ時ではありません。なんでもだまされているのです。朝に食事をしながら、ソン・ジェホ長老にそのように話しました。俳優の系統で祝福の人です。多くの人を知っています。どんなに立派でも崩れるのです。福音があっても崩れます。神様が最も大きい祝福を備えて、期待しておられるのです。私がそのように話しました。弟子を探してください。キリストの答が出た弟子を探してくださいと話しました。皆様はだまされないで。 
(2)肉的な戦いをせず、神様の計画を発見しましょう。
▲よく聞いて下さい。パウロも知っているのに、お前はだれか? 神様も知って、福音も知っているのにお前はだれか? 

(3)ルカ18:1-8 霊的問題は本当に信仰持って、あきらめないで。 

▲福音を愛さない者もよく知っています。福音を本当に持っているということを知っているのです。神様の前にすることも知っています。信仰です。イエス様がおっしゃいました。未亡人が裁判長に行って、継続して話をします。裁判を正しくしてくれとずっと話をします。この女が背景、力があるのではありません。それより大きい心配があるのです。見たら絶対にあきらめない女でした。判事がそのような気がしたのです。この女はあきらめる女ではない。裁判を正しくしてやろう。イエス様がされたお話です。神様が悪い裁判長でしょうか? 本当に祈りを開始すれば、みわざが起きます。家、大学にある不信仰と戦わなければならないのです。 

▲イエスが凱旋将軍として勝利されました。こういう意味をおいて、キリストの良い兵士です。単なる話しではなく、誰と戦うのでしょうか? 戦う兵士です。話を結びます。イエス様がこのように話されました。この部分と戦わないと、あなたの家を生かされません。マタイ12:29 この部分に感覚がなければ、神様と関係ありません。そして、イエス様が福音なく宗教生活をすれば、あなたの家に悪霊を呼び入れることと同じだと言われました。福音なく霊的問題が続きます。マタイ12:43-45節です。この話をされたのは、パリサイ人が、イエス様を見て、あの人がサタンの王なのか? なぜサタンの話をするのか? このように言ったので、パリサイ人を 非難して、話された言葉です。
▲私もむかしには、水準も高かったのです。本も読んで、哲学的で、言葉の勉強もしました。ある日、伝道現場に行ってみました。私はむかしには、うわべ伝道をしました。その時、聖書のみことばが神様のみことばであることを知りました。世界の大学と中・高等学校を見たら、全部、この問題に引っかかっていました。ニューエイジは、悪霊につかれた者がしたということを知りました。韓国に登録されたムダン（霊媒師）が、30万名いると知りました。百万名を越えることを知りました。後ほど知ったのです。聖書にあることを後で分かったのです。国会議員、事業者が吉凶を占うということを後ほど知りました。この問題を解決する主役が、あなたがたです。
▲整理しましょう。みな忘れてしまっても、ただ一つだけ記憶しましょう。創世記3章からヨハネ黙示録まで、この問題があるということです。その中には、みなあります。私は救われたから、これと戦うべきだ。これゆえにレムナントとして招かれたのだなあ。文化を征服すべきだな。最後に私から答えを受けるべきだな。このように契約を捕まえれば良いのです。横の人とあいさつを２つしましょう。
▲一番に、まずあなたはレムナントです。最高の単語、キリストの次に最高の単語です。その次に話をしましょう。暗闇の文化を打ち破る主役です。間違いありません。そばの人と手を結んでください。祈ります。私があなたがたのために祈ります。
(The end) 

2004.07.26

第2講: 競技する者

聖書: Ⅱテモテ2:5

柳光洙 牧師 

聖書のみことば (Ⅱテモテ2:1-7) 

1 そこで、わが子よ。キリスト・イエスにある恵みによって強くなりなさい。
2 多くの証人の前で私から聞いたことを、他の人にも教える力のある忠実な人たちにゆだねなさい。
3 キリスト・イエスのりっぱな兵士として、私と苦しみをともにしてください。
4 兵役についていながら、日常生活のことに掛かり合っている者はだれもありません。それは徴募した者を喜ばせるためです。
5 また、競技をするときも、規定に従って競技をしなければ栄冠を得ることはできません。
6 労苦した農夫こそ、まず第一に収穫の分け前にあずかるべきです。
7 私が言っていることをよく考えなさい。主はすべてのことについて、理解する力をあなたに必ず与えてくださいます。
要約資料

→序論- 競技する者 

(1)最高の計画を立てよう- 冠 

(2)最善を皆尽くそうなさい- 方法 

 (3)最適- 内容(時刻表) 

1.道を知らないレムナントにならないで. 

(1)英雄- 成功したが道を誤って聞いた 

(2)崩れる強大国 

(3)イスラエル- ユダヤ教 

(4)宗教人- 霊的問題が深刻 

(5)中世教会- ヨーロッパ 

2.規定通り競技する者- みことば通り- 神様の冠 

(1)聖書の中に- 道がある 

1)創世記1-11章、なぜ滅ぼされるのか? 

2)一つの家系を選ぶ 

3)解放- 出エジプト記, レビ記, 民数記, 申命記 

4)カナンの地- ヨシュア, 士師記, ルツ記 

5)王、預言者、祭司- Ｉ、Ⅱ列王、Ｉ、Ⅱ歴代, Ｉ、Ⅱサムエル 

6)捕虜- メシヤ (預言者) 

7)キリスト- マタイ、マルコ、ルカ、ヨハネの福音書 

8)証拠- 使徒行伝～ペテロＩ、Ⅱ 

9)最後の時- 黙示録(福音の根をおろした者の証拠) 
(2)サイン 

1)マタイ16:16 キリスト 

2)使徒1:3, 8 神様の国, 聖霊充満 

3)Ｉコリント2:12 信者の七つの祝福 

4)エペソ2:1-6 未信者が滅びる6つの理由、伝道と宣教の理由 

5)マタイ28:20 

(3)来世 

1)救い 

2)現場- 神様の国 

3)完全な天国- 御座の祝福 

3.すべての事に答えを受けるようになる. 

(1)共同体の主役- 文化 

(2)現場の主役- 霊的問題の解決 

(3)宣教の主役- 産業 

4.結論 

(1)契約の根をおろせば- 100% 成功 

(2)何を持っているか- キリストのいのちを所有 

(3)神様の子どもになった身分を- 確信、根、体験 

 (The end) 

録音資料 

→序論 

▲詩篇の記者が、詩編100篇、礼拝をささげる時、王宮に入ってように行くのです。大人の中には目をつぶって礼拝する人がいますが、それでは寝てしまいます。そのように礼拝してはならないのです。
ダビデの子、イエスよ。私をあわれんでください。私を助けてくださいではなく、私をあわれんでください。ダビデの子、イエスよ。短い言葉ですが、みな含まれています。
礼拝する時間に、詩編103篇に天の軍隊を動員するとおっしゃいました。20節-23節にそのようになっています。
▲レムナントの現場に、神様のみわざが起きることを希望します。確かにマルコのタラッパンで祈ったのに、世界の門が開きました。教会で祈ったのに、ヘロデを破りました。そのような祝福を知って祈りましょう。ロックフェラーは、2千教会を立て、24大学を立てました。礼拝40分前に行ったということです。私に恵みを与えて下さいと祈りました。それだけしたのに、途方もない答えを受けました。レムナントに最高の祝福が臨むことを希望します。 

▲最初の時間に、霊的戦いだけすれば勝利する、霊的な兵士として呼ばれたということを話しました。
どのようにすれば良いのでしょうか? Ⅱテモテ2:5節に、また、競技をするときも、規定に従って競技をしなければ栄冠を得ることはできませんと言われています。２番目にいだくべき単語です。多くのスポーツの運動をいうのではありません。マラソンを知っているでしょう。ある兵士がきて報告しました。私達が勝利をしましたと、王に手をついて礼をして死んだのです。王が感動して、その地域の名前を取って、マラソン競技としました。その前の時代です。スポーツはひとつしかありませんでした。その後に格闘技が出てきたので、パウロが格闘について話をしました。しかし、一番最初にあったスポーツが、走ることです。金メダルでなくて、冠を与えるのです。ところが、決まった道を来るべきで、他の道を来れば失敗です。とても重要なことを話したのです。テモテにしました。
▲ ここに対する解釈をする前に、お願いをします。どんなに問題があってもかまいません。皆様はレムナントです。家庭がどんなによくなくても、機会にしましょう。証しにしましょう。レムナントとして、必ず記憶しましょう。問題が生まれれば機会にしましょう。そのように考えればよいのです。
(1)最高- 冠 

▲今からどのようなことをしても、神様に最高の栄光を帰す人になりましょう。清掃夫になっても最高の清掃夫になりましょう。小さなことをしても最高の栄光を帰しましょう。それでこそ、冠を得ることができるのです。問題は全部、機会にして、土台にしましょう。過去は土台にして、最高の計画を立てましょう。ここを誤解するのです。私は他の人に勝って最高になったということは高慢です。マキャヴェリのように、他の人をみな殺して、私は勝つというような話ではありません。戦って一等になるという話ではありません。小さなことから、神様に最高の栄光を帰すのです。
奴隷になりました。ヨセフは、そのように考えませんでした。ここで最高の奴隷になるのです。すると、終わりです。ポティファルが感動したのです。ヨセフのために、ポティファルの家が祝福されました。ヨセフのために、ご飯にも祝福されました。ヨセフゆえに全てのものが祝福されました。絶対のがしてはなりません。
(2)最善- 方法 

▲競技する者は最善を尽くすのです。これは方法です。今から最高の計画を立てて、最善を尽くしましょう。シーバーが清掃夫として入っていったのに、最高の清掃夫になりました。彼は鋼鉄会社の社長になりました。多くの人が、何をすべきかと悩みますが、できることが多いほど、何をすべきか探すのが難しいのです。 

羊飼いをするようになったのですが、最善を尽くしたのです。羊一匹なくさなかったのです。だれでしょうか? ダビデです。そのような人になりましょう。先生、なんにもしなくて遊んでいるのにと言うなら、最高に遊びなさい。どのように遊べばよく遊べるのか? 研究すれば、答が出てきます。一番格好良く遊ぶようにしましょう。最善を尽くしましょう。問題が三番目です。未信者もここまではできます。問題は三番目です。
(3)最適- 内容(時刻表) 

▲最適です。内容です。レムナントが永遠にのがしてはなりません。ものすごく重要です。規定の通りしましょう。その話は競起する人が誤った道にきたら、すると失格です。おとなになれば、時間がすぎてしまっておそいのです。レムナントという話を知りましょう。
1.道を知らないレムナントになるな 

▲やさしく話せば、詐欺をする人生にならないように。これが内容です。ここに合せて行くのです。今日から専門性に、最高の計画を立てましょう。祈ればよいのです。最善を尽くすことを希望します。すると、祈ればよいのです。何も難しいことがありません。
▲初めて牧会を始めた時、一週間の間ずっと伝道現場に行きました。一日ももれなく行ったのです。最善を尽くしましょう。みことば運動を33地域でしました。それ以上は走ることができなかったのです。最後の時間には、メッセージをしながらうとうとすることもありました。それ以上は、神様がなさいます。3年したら、神様がみなひっくり返されてしまいました。それとともに、あちこちにおとなでなく、レムナントが起きました。それを見ましょう。
答えをなさる神様です。最善を尽くしましょう。しかし、問題は正確にすべきだということです。パウロがその話をしました。競技する者が規定の通りしなければ冠を受けられるでしょうか? 

(1)英雄- 成功はしたのに英雄は失敗したのです。 

1)ジュリアス=シーザー- ジュリアス=シーザーは 33ケ所突かれて死にました。皆様、胸、腰に33ケ所突かれれば生きられるでしょうか? 32ケ所を刺したのに、血が噴水のように出てきました。それでも、シーザーは倒れなかったのです。最後に背を向けている人がいました。その人がブルータスでした。ブルータスに助けてくれと言いました。ブルータスが振り向いて刺したのです。それが33番目の剣です。その時、シーザーは全てのものをあきらめたのです。全身から血を噴水のように出ました。あれが英雄の最後だな。そうだな熱心に生きたのに、英雄があのように死んだのだなと思いました。
2)ジンギスカン- ジンギスカンは、槍に16ケ所刺されて死にました。
3)ナポレオン- ナポレオンは海水が人間の涙で、風は人間の溜息だなと言いました。
▲青年の時、レムナントの時に記憶しましょう。誤った道を入った人生は無駄です。また、競技をするときも、規定に従って競技をしなければ栄冠を得ることはできません。相当な人生の話をします。時代的な伝道者パウロが、テモテにくれたのです。どれくらい貴重だったか、わが子よと言いました。私たちの牧師もそのようなことです。私も同じです。私はレムナント集会だけすれば、1年の健康が全部回復します。どれくらい心に力が出るでしょうか。賛美も良くして、ダンスもよくしますが、それゆえではなく、未来があるためです。おとな達の集会とは違います。私をたくさん手助けするのに、おじいさんの集会をすれば力が抜けます。私をそれほど手助けしないのに、レムナント集会をすれば、健康が回復します。レムナント集会ゆえに、休暇を行けません。レムナント集会の時、全てのものが解決します。どれくらい神様が喜ばれるのかが分かります。重要な所に行けば、神様が祝福なさるのです。私は私の心の中に感じることは、1年の祝福を皆くださいます。ダビデの父エッサイ、ハンナを見ましょう。エリシャの答え、パウロの答えを見ましょう。
4)マイケル・ジャクソン- ですから道を誤って行くと大変な事になります。有名な歌手マイケル・ジャクソンが 精神が行ったり来たりするのでしょうか? バスタブも金でできているということです。その人がなぜ苦しめられるのでしょうか? 

5)ヘミングウェイ- ヘミングウェイは、なぜ自殺したのでしょうか? 

6)トルソトイ- トルソトイは、なぜ家を出て死んだのでしょうか? 

7)エルビス・プレスリー- エルビス・プレスリーは、なぜ自殺をしたのでしょうか? 

▲私はひとりも成功するのを見ることができなかったのです。道を誤って入ったためです。
(2)崩れる強大国 

▲一例をあげてみます。イラクは、むかしにはどの国か? バビロンです。ものすごい文明を自慢したバビロン、世界を動いたバビロン、127州を治めたバビロンです。“災いあれ、バビロン”と言われました。なぜそうだったのでしょうか? 違った道を行ったのです。その全てのものが神様の御手にあります。あらゆる強大国をちりのようになさります。よく見ましょう。 

(3)イスラエル- ユダヤ教 

▲なぜイスラエルが難しくなったでしょうか? ユダヤ教のためです。信仰生活を違うようにしました。これは、今、おとなに説明してもできません。皆様が悟らなければなりません。おとなは気落ちしないように願います。悟ればみわざが起きます。古くなった木は、火がつけばみわざが起きます。
レムナントは違います。引続き祝福が積まれています。つまらなく小さな事で気落ちしないで。環境を持って気落ちしないで。環境を飛び越えましょう。単に跳び越えず、土台にして跳び越えましょう。
とにかく、これを良くしましょう。ある目の見えない人が行くときに、目が見えない2人を連れて行ったのです。釜山の松都で起きたことです。三人が手を結んで海辺を過ぎました。一名が落ちたので、手を結んで行った2名もその場で死にました。霊的に目が見えなくなればそうです。
子ども達が読んでいる本を見ながら笑ったことがあります。あるおじいさんが、黄金の塊を箱に入れていました。ふただけ開いて、手だけ入れていたのです。隣の家の青年が見たのです。あのおじいさんが、手を入れて行くな。行ってみると、黄金の塊が入っていました。青年が持っていってしまったのです。かわりに石を入れておきました。石であることも知らずに、おじいさんは毎日触りました。ある日、見たら石になっていたので、おじいさんが気絶しました。幼い子どもに本に出てくる話です。間違った道を生きてきて、無駄なことだったということです。私は宗教人に会えば福音の話をします。
(4)宗教人- 霊的問題が深刻 

▲一名ももれなく、宗教人は霊的問題が深刻になります。大胆に福音を伝えましょう。台湾の人がきたのでしょう。宣教大会をしてみたのです。車が間違って入っていったので、お寺の僧侶にメッセージをしたのです。無条件にしなければなりません。今、私がそうだと言いました。今、私が苦しめられている。福音を伝えて、イエス様を伝えたら、苦しめられることがなくなったのです。毎日後方でメンバーにタラッパンをしたのです。前で木魚をたたいて、後ではタラッパンをしていて追い出されたのです。まちがいなく苦しめられるのです。私の家の下にいる僧侶が、この教会になぜそのように騒々しいか? と言いに来ました。僧侶を捕まえて執事がメッセージをしたのです。僧侶が受け入れをしました。大騷ぎが起こったのです。寺でタラッパンをしたから、そこでタラッパンをしたら仏教信者がこないからということでした。私たちの教会真下にある寺です。道を誤って入っているのです。冠は、規定通りしなければ受けることができません。報いを受けることができないのです。とても重要な話です。なせば良い、できているのに、なぜそのように言うのか? と言うのですが、道が違うのに、なぜ地球上に問題がきたのでしょうか? 道を誤って入ったからです。道を知らないからです。わたしは道であり、真理であり、いのちです。違うことがありません。
(5)中世教会- ヨーロッパ 

▲中世教会が、なぜこのようになったのでしょうか? ヨーロッパが、なぜそのようになったのでしょうか? ヨーロッパで、レムナントは力を得るように希望します。役員はヨーロッパで戸を閉める教会のために祈りましょう。私たちより立派なヨーロッパで、なぜそのようになったのでしょうか? 道を誤って入ったからです。規定通り競技をしないからです。ヨーロッパは、たいした国です。米国がたいした国です。この時、レムナントを呼ばれました。
▲将来に、世界教会は限界がくるはずです。ロシア教会を見ましょう。私たちよりすごかったのです。ヨーロッパ教会は、私たちより何倍もすばらしかったのです。レムナントがキャッチしましょう。道を誤って入れば、無駄です。神様を恨むのです。神様が生きておられるのに、なぜそうなのか? と言います。教会でたくさん仕事をする方は記憶しましょう。それが問題ではありません。道を違ったのを行くのです。どんなに熱心に行って御、何をするのでしょうか? 違った道を熱心にすれば問題がきます。パウロがしたメッセージを記憶しましょう。
▲私は幼い時から信仰生活をしました。ですから、これは単なる話しではなく、レムナントにする証しであり、メッセージです。我家は、イエスを信じる家庭です。牧師、役員も多いのです。私は幼い時から教会に通いました。たくさん習ったのです。福音を正しく聞くことができなかったということです。福音を正しく聞くことができなかったのです。私は私自身に耐えることができなかったのです。変になにか分からないのですが、耐えることができなかったのです。率直に、我家がうまくいくと考えられませんでした。なにか知らなく問題になりました。それでも教会に行きました。長老、執事をよく見ました。この方達を見たら、私と同じでした。何もよくできませんでした。仕事をしてもだめで、これもあれもしたのに、だめでした。それで私が教会を放棄したのです。全くさまよったのですが、より大きい問題がきました。完全に滅びてしまいました。このようにして、またあまりおじけづいて教会に戻ったのです。深刻な問題が起きました。私が証ししたら、皆様が気絶するために、証しが出来ません。このようにして教会に行ったのです。教会堂に行っただけで、福音を知らなかったのです。帰ったらする仕事が多かったのです。伝道師になりました。教会学校をしたりして、むずかしかったのです。主の働きは平安であって、良いのに、難しいのです。聖日が過ぎたら、月曜日にたわごとがみな出てくるのです。このやさしいことを。これは違うと思いました。ある日、福音を知るようになったのです。知ったのに、今でも働くのです。じっとしていても育ちます。パウロが言う話を理解しましょう。パウロがいう話が何でしょうか? 

2.規定の通り→ 神様みことば通り(冠) 

▲競技する者は、規定通り- 神様のみことば通りということです。そうしてこそ、神様の冠を得るのです。これが問題です。
聖書の中には道があります。何の道の話でしょうか? 

(1)聖書 - 道 

1)創世記1-11章(滅亡) 

2)アブラハムの家系- この契約を成し遂げる家系を呼ばれたのです。この人がアブラハム、イサク、ヤコブです。はじめには、わかることができなかったのですが、後ほどアブラハムが悟りました。アブラハムです。死ぬ峠を越して、この話をわかったイサクは、ずっと味わいました。頭を使ったヤコブは、後ほど悟りました。その契約を幼い時から悟ったヨセフは、完全に勝利しました。それが創世記です。ですから、聖書全体の重要な部分を理解しましょう。
3)解放(出エジプト記, レビ記, 民数記, 申命記)- ところが、この契約をまたなくしたのです。神様は回復させられました。福音の人によって回復させられました。これが出エジプト記、レビ記、民数記、申命記です。エジプトから出てくるようにして、荒野で回復させられたのです。 
4)カナン(ヨシュア, 士師記, ルツ記)- それで、イスラエル民族をカナンの地へ行かせられました。これがヨシュア、士師記、ルツ記です。
5)王、預言者、祭司(サムエル上下, 列王記上下, 歴代上下)- それで神様がこの祝福の秘密を伝達するのに、王、預言者、祭司を立てられました。これがサムエル上下、列王記上下、歴代上下です。
6)捕虜-メシヤ(大預言書、小預言書)- サムエル上下, 列王記上下, 歴代上下で、王と預言者、祭司を立てたのに、捕虜になりました。それで捕虜から帰ってくることができるメッセージを与えました。これが預言者の書です。その ッセージの核がメシヤです。王も預言者、祭司もだめだから、真の王、預言者、祭司長を送る。これを一度に成し遂げた方を送る。その方がまさにメシヤです。ここまでが旧約です。
7)キリスト(四福音書)- このメシヤがこられました。四福音書です。証拠を出します。イスラエル人に向かって話しました。これがマタイの福音書です。異邦人に焦点を合せてしたのが、マルコの福音書です。ギリシヤ人を対象に送った聖書がルカの福音書です。そして、ユダヤ人、パリサイ人、祭司長に証拠をしました。これがヨハネの福音書です。角度を違うように与えたのです。
8)証拠(使徒の働きと書簡)- イエスがキリストであることが間違いないのか? そこに対する証拠が、使徒の働きで、各しもべの書簡です。 

9)最後- 福音(ヨハネ黙示録)- すると、最後の時にはどのようなことがおきるのか? それが黙示録です。それで、福音、契約を握った人は絶対に滅びません。ヨハネの黙示録を勉強しながら、変に分けてしますが、そのような所に行かないように。ヨハネの黙示録の序論、結論は、その話ではありません。最後に龍が起きて、みな起きてもかまわない、という話です。みな起きても、キリストを送ったので、天国は備えられている。これを逆にひっくり返して、変に解釈して不安を与えるのですが、それは間違って理解したのです。 

▲ここまでが聖書です。レムナントが道をよく理解しましょう。最高の計画を立てるように願います。
(2)サインが出てくる 

▲道中に重要なサインが出てきます。この部分を理解しましょう。旧約時代にサインを与えられました。新約にきて重要なサインが出てきました。 

1)キリスト(マタイ16:16)- 重要なサインです。バルヨナ・シモン。あなたは幸いです。とても重要な話をしました。重要な祝福がここにきたのです。
2)神様の国(使徒1:3), 聖霊充満(使徒1:8)- 聖霊充満をどのように受けるのでしょうか? 信仰で受けるのです。聖霊充満には方法がありません。体験があるのでしょうか? 来ることもあり、来ないこともあります。今、信仰で受けるのです。その後にはみわざが起きます。
3)身分と権威(Ｉコリント2:12)- 信者が受けた祝福です。ここで7つの祝福が出てきます。
4)未信者状態(エペソ2:1-6)- 未信者が滅びる6つの理由です。伝道、宣教する理由です。
5)戦略(マタイ28:20)- サインが出ています。これをレムナントの時、捕まえましょう。競技する者がいのちの規定の通り競技すれば、いのちの冠を受けるはずです。全部、土台にして、競技だけ良くすれば、みわざが起きます。今回、リーダが訓練を受けました。ここから20個の戦略が出てきました。
(3)来世 

1)救い 

2)現場 

3)完全な天国- 天国の御座 

▲これが、私達の道で、その道に従って行かなければなりません。このようにして完壁な天国御座まで行くのです。すると、すべてのことについて、理解する力をあなたに必ず与えてくださいます。
3.すべてのことに答えを受けるようになる. 

▲職場問題も、すべてのことの中に入っています。これからどのようにするのか? すべてのことについて、理解する力を与えて下さいます。なぜだめなのでしょうか? 皆様が聖書に出てくるこの部分を普通に考えているからです。違ったことを学んで、話すようになるのです。後ほど苦労して死にそうになって、後ほどまた苦労します。レムナントは未来の心配の水準が違うのです。吉凶を占う必要がありません。私の未来がどのようになるのか? 吉凶を占おうと行かなければならないのでしょうか? この道に従って行けば、すべてのことに答えを受けるようになります。それで皆様に３つの祝福が確かにくるはずです。
共同体の主役、それでこそ文化を生かすことができます。現場の主役です。宣教の主役です。皆様が宣教現地に宣教の主役で入っていかなければなりません。
(1)共同体の主役(文化) 

(2)現場の主役(霊的) 

(3)宣教の主役 
▲なぜでしょうか。すべて失ってしまったからです。これを心に抱きましょう。ですから、モーセのように、７人のレムナントのように共同体の主人公として立つべきなのです。今、現場は、霊的問題が根ざして、私達はすべて失いました。宣教地では、すでにキリスト教が失ってしまっています。統一教会が127ケ国を掌握しました。ニューエイジ運動が、すべてを掌握しました。変な宗教団体がビジネスに入っています。レムナントでなければなりません。皆様がこの契約を捕まえれば、間違いなく答えがきます。この道に沿って行けば、冠を得るようになるはずです。道を誤って入って、滅びたということです。あなたがたは、全部、多くの答えを受けなければなりませんが、共同体の主役になるべきです。今回の大学修練会の主題です。共同体、現場、宣教の主役になるはずです。これを胸に抱きましょう。確かにおっしゃったのです。キリストの中にある恵みの中で強くありなさい。すると、主はすべてのことについて、理解する力をあなたに必ず与えてくださいます。
▲ここに対して話をしようとするなら、とても多く言うことがあります。今、宣教現場だけの話をしてみています。教会で宣教費を集めて、送っています。すると、宣教師はそれを受けて宣教活動をしています。今、既に他の宗教は、そのようにしません。一斉に専門担当者が入っていって、この部分を掌握しました。私たちは、乞食がするやり方で宣教をしているのです。他の宗教は、宣教の主役にみな入っていったのです。これは、通常なことではありません。宣教運動を正しくできなければ、世界的に霊的な問題がきます。
▲これをする人は、レムナントしかいません。競技する者になりなさい。規定通りに競技しなさい。
ローマ8:2 いのちの御霊の原理、旧約のことでなくて、いのちの御霊の原理が、罪と死から解放したのです。この契約を握りましょう。共同体の主役になりましょう。
7名のレムナントを見ましょう。契約を捕まえて祈ればよいのです。現場に行けば、変化が起きます。この人たちが、ほとんどすべて文化を変えました。共同体の主役になりました。宣教の驚くべきみわざが起きました。
ヨセフ、ダビデを見ましょう。これが宣教です。新約にきて宣教を正しくした人がパウロでした。そのパウロが弟子テモテに与えた言葉です。おとなになればおそいのです。私たちおとなは、土台であって、あなたがたが正しくしましょう。
▲政治家にたくさん会ってみたら、いつも感じることです。福音を聞くことができる耳がありません。聞いてこそ入っていくのです。ところが、既に聞くことが出来ないのです。遅いなと思います。私が胸の中にいつも感じることです。今入っていけば、救われるかもしれませんが、おそいのです。これを見て恥ずかしい救いと言います。今、わかることができなければ、大変な事になります。地球上に霊的問題がずっと迫るのです。レムナントは悟らなければなりません。政治家たちがやってきます。訪ねてくる理由は一つです。ただ票を得るためです。とても疲れています。もちろん、福音の話をします。キリストの祝福を受けてください。神様の祝福を受けるように願います。その人の関心は、当選だからです。それで、レムナントの時、これをすべきです。この人たちは、当選すれば、挨拶しに来ます。今は気持ちがアップ(up)しています。より聞くことができません。大変な事になりました。司法試験をパスして行けば、むずかしいのです。皆様が星を付けねばだめになります。おそいのです。
4.結論- 今 

(1)契約の根をおろせば- 100% 成功 

▲今、悟らなければなりません。今、福音に根をおろすことができなければ、ずっと失敗します。福音の根をおろせば、7名の祝福をあなたがたに与えられるはずです。私は約束します。皆様を見て、大きい未来を眺めて感謝します。おとなが重要なのは、重要なレムナントを産みました。私はエステルのお父さんを見て話しました。通訳をできる祝福が小さな祝福ではありません。英語を良くする人がどれくらい多いでしょうか? 韓国語も良くしなければなりません。韓国語だけ良くできるのでしょうか? 釜山のなまりをよくわかります。それ だけではありません。本当に祝福を受けたのです。デボラを見て下さい。韓国語、英語、賛美を良くします。できないことがありません。それで私がデボラの父を見てそのように話しました。牧師は生きていることが祝福です。生きていて娘を産んだことが祝福です。何にもせず、ずっといて天国に行けばよいのです。レムナントを産んだことだけでも、ものすごい祝福です。私は理解しています。これから、レムナント時代がきます。どれくらい重要か分かりません。明日、話をしますが、必ず実はきます。それで皆様は今、契約を握れば、成功します。後ほど握れば成功ができません。
▲今、あなたがたが契約に根をおろせば、100%勝利します。世界を動かしたムーディー、９才の時、受け入れをしました。皆様の年齢で福音充満したのです。今まで最高で米国に働きをしました。福音がない時代に、ルター、中世教会だけでなく、世界をひっくり返したウエスレイ、今まで見ましょう。真の成功をしました。それなら、皆様がすごいのです。どれくらい重要でしょうか? 何をするのか? それが問題ではありません。どのようにするのか? もっと問題ではありません。
(2)何を, 何を持っているか?(いのち) 

▲これがすべてです。何をするのか? その次のことです。どのようにするのか? その次の話です。私と同じ人が韓国にも百万名います。とても多いのが牧師で長老です。私達が行かなければならない道は遠くて、職業はあまりに多いのです。私にあるものをあなたにあげよう。ナザレのイエスの名前で歩きなさい。服を華麗に着ても、お金がなければ違います。どこに通うこともできません。古い服を着ても、お金がある人は違います。全く同じく事業をしても、お金がある事業家と、お金がない事業家は違います。お金がない事業家は、世の中を利用してお金を儲けなければなりません。しかし、お金がある人は、それを維持する人を探します。Ｉコリント3:16節です。レムナントは、記憶しましょう。何を持っているのでしょうか? そこに沿って見ることが変わります。持っていないことをしようとするから、偽りの行動をすることになるのです。持っていないことをしようとするので、問題がくるのです。これが世界教会の問題です。私はこれを知らせるのが使命です。知っていることは、皆様がより多いのです。一時代のレムナントに、これを知らせることです。何を持って行くのでしょうか? 米国の地に何を持って生き残るのでしょうか? 

1)ダビデ- ダビデは、ソロモンを見て、最善を尽くし、男らしく、主に仕えなさいと言いました。持っていることを話したのです。
2)ソロモン(伝12:1)- ソロモンが伝道の書12:1節を言いました。それを言ったのです。何を持っているかに従って見ることが違います。 
3)朴正煕前大統領- 韓国の最高の大統領が朴正煕です。小学校の時から高等学校まで教会に通いました。いのちを持たないで教会に通ったのです。
▲皆様、レムナントは、勉強することを心配しないで。勉強を心配せず、人間だけなれば勝利します。勉強を 良くする人も勝利しますが、勉強をできなくても勝利できます。実力があって人間関係にだめな人より、実力がなくて人間関係に良い人がよりよいのです。これからは、一つだけ良くすればよいのです。心配する必要がありません。何を持っているのか? これが重要です。
相手のことを考えながらメッセージを準備するのですが、しきりにおとなを置いてメッセージをするという気がします。3千名を越える学生が、難しいのに、メッセージを聞くのが完璧です。この時、重要な話をするべきだな。こういう重要な皆様に何を植えるのか? ということです。この時、皆様に違ったことを植えれば、呪われるはずです。エチオピアの宦官に違ったことを話せば、ピリポは呪いを受けたでしょう。皆様は何を持っていくのでしょうか? ここにしたがって持続するか、しないかがかかっているのです。キリストのものすごいいのちを持って行きましょう。
(3)神様の子ども- 身分(レムナント) 

▲神様の子どもになった身分を確実にして行きましょう。神様の子どもになった身分に、根をおろして行きましょう。神様の子どもになった身分を体験して行きましょう。これ自体が驚くべきことです。 

▲神様の子ども、神様の子どもとは何でしょうか? 父母が最高に愛す者です。いのちも与えます。
私が私の娘に幼い時、千円を与えました。今回は、1万円を与えました。おかしなことを話したのです。パパがこの頃、お小遣をとても少なくくれるよ。私が聞いて悔い改めました。大学を卒業したのです。今は年齢が若くないのです。行く所がたくさんあります。人にも仕えなければならないだろう。今回、たくさん与えました。子どもであるためです。通訳チーム、秘書チームは、私のために多くの仕事をしても、お小遣を与えたことがありません。一度も不平を言ったことがありません。私の娘は、私のためにしてくれたことがありません。肩をたたいて。その程度です。あることをたくさん与えたくて、より多くやりたいのです。話さなくても、そうで、話しだけすればいくらでも与えます。これを確かにして行きましょう。これを体験して行きましょう。 体験しただけ、みわざが起きます。
▲永遠に滅びないいのちを所有しました。それで、神様の子どもの祝福をもらったのです。もっと大切なのは、レムナントであることです。共同体現場の主人公です。１９Ｃの人間ではなく、２１Ｃの主人公なのです。それならば、恐れる必要はありません。最高の計画を立てましょう。最善を尽くしましょう。そうすれば、神様が祝福してくださいます。問題は、内容です。この祝福を受けたので、時刻表が現れるようになります。それを見ながら行けば良いのです。
いのち、皆様は何を持っているのでしょうか? 神様のいのちを持っているのです。創世記3章に陥って、死なないようにいのちを与えられました。どのように祝福を受けたのでしょうか? 神様の恵みで、全世界の霊的問題を防止しなさい。この契約を握れば、最高の答えが与えられます。皆様はそのように考えられないかもしれません。私もそうでした。それは私の錯覚でした。私は福音を悟って、最高の祝福をもらいました。同窓会で会った友達は、みんなおじいさんになっていました。その中で青年は、私だけでした。どれほど苦労したか、みんな年取ってしわでした。私の手はとてもすべすべしていますが、友達の手はしわくちゃでした。
▲田舎に行くと、川がありました。おじいさんい釣りができますか? と尋ねたら、手助けしてくれました。していたのですが、暗くなったので、できなくなりました。その家にまた帰りました。その家に帰って食事をしました。その方を見ていろいろな話しをしました。年を取って見えたので、敬語を使って話していたのです。そうしているうちに、話が出てきて、何歳ですか? と話をするようになりました。私と年齢が同じでした。私より誕生日が遅かったのです。住民証を見せました。あなたが私より年齢が下なんだな。どのように、このように若いのか? 秘訣があります。友達になろう。キョンテという人だったので、キョンテ、イエスを信じなさい。言葉も尊敬語をやめて言いました。イエスを信じればこのようになるよ。元々若い顔だったんだろうと言われたので、待ちなさいと言って、私が 92年度の写真を見せてあげました。私の車にあったのです。見せました。これが昔の私だ。時間が経ちながら若くなっているだろう。それで、福音を伝えただけではありません。神様が色々なことを祝福なさるのです。一度も病気になっていません。自慢するのではありませんが、事実は事実です。私は、いつも医者、薬剤師、病院に申し訳ありません。私のような人ばかりいたら、医者は無一文の乞食となります。この運動をしなさいと健康を守ってくださいました。私の子どもにも祝福されました。私の娘はトラックがきて当たったのに、死にませんでした。神様がこのように、あのように守ってくださるのです。どれくらい驚くべきことでしょうか? 最高の祝福です。高慢にならず、堂々としていましょう。
▲私たちはレムナントで、神様の子どもだ。これから、この祝福のバトンを繋ぐレムナントだ。そして 21世紀を生かす主人公だ。これより大きい祝福がありません。
私たちの村に集まった人々があります。私が幼い時、火事が起きました。これで火が出た地域の人だけ集めて住んだのです。その村に住んだ人々が、ほとんど失敗しました。我家だけ祝福されました。自分たちの間で集まってそのような話をしました。イエスを信じるので祝福を受けたんだなあと言われます。
▲皆様は全世界の主役です。祝福がずっと来ます。私が一度は国会議員を集めて説教をしました。神様にこういう祈りをしました。神様、申し訳ありません。私は足りない者なのに、この人に福音を伝えるように門をあけてください。核心的な話をしました。
一度は、軍を集めて集会をしました。軍で一番高い方が、恵みを受けて、私の家に祝福祈祷をしてくださいと言いました。神様、私は防衛出身なのに、この方が恵みを受けたのです。もう一度、要請がきました。私の家にきてもう一度メッセージをしてくださいと言われました。その時、悟ったのです。申し訳ないことではないのだ。できないことではない。ダビデの話をしました。私の心の底からしました。不思議に時間が経つほど答えがきました。問題はひとつしかありません。ものすごい祝福を受け入れることができなくて難しいのです。うつわができていないのです。山に住んだ人なので、うつわがだめなのです。
神様の祝福があまりに降り注ぐから、うつわだけ準備すればよいのです。この祝福を持って国会に行けば、国会が生かされるはずです。この祝福を持って公務員になれば、公務員が生かされるはずです。ダニエルゆえに王宮が生かされたでしょう? 神様に恥ずかしくて申し訳ないのです。時間が経てば経つほど、どれくらい感謝しているでしょうか? 

▲皆様がこれを持って行きましょう。現場にも行ってみましょう。ヴィジョンをいだきましょう。明日の時間には、農夫、なぜ農夫と言ったのでしょうか? ものすごく重要です。
時代的バトンを持って走る者です。問題はバトンの中に入った内容です。これを伝達しなければなりません。 時代的なメッセージを受けて、時代に伝達しなければなりません。そのような競技をする者です。本当に答えがくることを感じるようになるはずです。ある人が、福音を悟って、驚いて口を広げて通いました。ずっとみわざが起きたのです。この祝福を堅く捕まえることを希望します。
(The end) 

2004.07.26

第3講: 農夫

聖書: Ⅱテモテ2:6-7

柳光洙 牧師 

聖書のみことば (Ⅱテモテ2:1-7) 

1 そこで、わが子よ。キリスト・イエスにある恵みによって強くなりなさい。
2 多くの証人の前で私から聞いたことを、他の人にも教える力のある忠実な人たちにゆだねなさい。
3 キリスト・イエスのりっぱな兵士として、私と苦しみをともにしてください。
4 兵役についていながら、日常生活のことに掛かり合っている者はだれもありません。それは徴募した者を喜せるためです。
5 また、競技をするときも、規定に従って競技をしなければ栄冠を得ることはできません。
6 労苦した農夫こそ、まず第一に収穫の分け前にあずかるべきです。
7 私が言っていることをよく考えなさい。主はすべてのことについて、理解する力をあなたに必ず与えてくださいます。
要約資料

→序論- 理解と秘密 

▲レムナントの時- 
(1)福音体質化になって出発すべき
(2)理解力と秘密を持つべき 

1)世の中を理解することができる人 

2)そして、秘密を持つべき
(3)秘密 

1)霊的な兵士 

2)競技する者 

3)農夫 

1.農夫- 実を待つ人(ビジョン) 

(1)重要な未来- 実を知っている 

1)希望がある 

2)忍耐できる 

3)労苦できる. 

▲ヨセフ(創世記37:1-11), モーセ(出エジプト3:1-20), ダビデ(Ｉサムエル16:13), パウロ(使徒19:21, 使徒23:11, 使徒27:24) 

(2)神様の計画 

1)聖書の人物 

2)教会史の人物を見よう 

3)ルカ13:33 "だが、わたしは、きょうもあすも次の日も進んで行かなければなりません。なぜなら、預言者がエルサレム以外の所で死ぬことはありえないからです。
(3)世界福音化の重要な実に向かって行く 

2.見張り人 

(1)イザヤ62:6-12 祈りで守る 

(2)エゼキエル3:18-21 みことばを持って守る 

(3)Ｉペテロ2:9 光を伝える光の見張り人 

3.祝福- 恵み 

▲一番最初に、この祝福と恵みを農夫が受ける 

(1)定刻の祈り 

1)定刻の礼拝 

2)学業、専攻を置いて祈り 

3)願い- 最も重要な願いを告白 

(2)フォーラム(Forum）を始めよう- 常時の祈り 

1)私 

2)現場 

3)事件, 出来事 

4)出会い 

5)講壇 

(3)正体と実体性 

1)自負心 

2)自尊心 

3)自信観 

4.結論 

(1)性格- レムナントの時に直そう 

1)未信者よりましでなければならない- 耳が強い人 

2)癒し- レムナントの時にしなければならない. 

(2)世界を生かすレムナント- 3つのことがなければならない. 

1)合理性- 事実通り、客観的に知っていてこそ... 

2)主観性- 専門性があってこそ 

3)霊性- 霊的部分を知っていてこそ(福音) 

(The end) 

録音資料 

→序論 

▲今回、Ⅱテモテを覚えましょう。 6節、7節です。
人の頭の中には記憶する脳があって、忘れる脳があります。忘れる脳が故障すれば、精神が異常になります。なんでも記憶だけしてしまって、忘れてしまわないためです。忘れる脳が強くて、記憶する脳が弱いと、何でも忘れてしまうようになるでしょう。二つが同じようにバランスをとらなければなりません。忘れてしまってこそ、勉強ができるのです。しかし、重要なことは忘れてはなりません。私が見ると、人々が異常に見えました。重要なことは忘れてしまって、重要でないことを記憶しているのです。忘れてしまってはならないことがあります。メッセージを整理しながら忘れてしまってはなりません。
▲私は福音が本当に良いと思いました。私は伝道は忘れてしまわないで、いつも覚えていました。どれくらい神様の恵みでしょうか? 今回のメッセージは、いつも覚えていましょう。そして、運動をすることが本当に良いことだなと思いました。その時からずっと運動をしたのです。それも神様の恵みです。からだに問題がくることは、酸素供給に問題があるからだと悟りました。その時から、腹式呼吸を続けています。今まで続けています。良いことは忘れてしまってはなりません。人はおかしなもので、どれほど言ってもずっと忘れます。そのような人の特徴は、忘れてしまわねばならないことを記憶しているのです。悪霊につかれた人々は、よくないことを記憶して捕まえています。失敗した人の特徴は、重要なことはのがして、重要でないことを握っているのです。重要でないことを捕まえて執着すれば、それを精神病というのです。むかしに精神病院に伝道をしにいったのですが、一日中歯磨きする人がいました。このように執着している人に尋ねたら、歯が丈夫でなければならないと言いました。話は正しい話です。一ケ所に執着をしていたのです。一日中頭だけとく人がいました。ある人は私に尋ねることがあると言いました。何か？誤解しないでください。もしかして、スパイではないですか? そのような感じがすると言いました。狂ったのです。すべての人を捕まえて、スパイでないか? と尋ねていました。スパイコンプレックスにかかっていたのです。それを精神病と言います。私達にとって、考えということが、どれくらい重要なのなことなのか分かりません。 

(1)レムナントの時に、なにが最も重要なのでしょうか? あなたがたが福音が正確に体質化になって出発をしなければなりません。年をとったら、違うのです。化粧をこのようにたとえました。化粧品がよく肌になじむのが、20代だということです。30代ですると、ちょっと違うということです。作ることになるということです。20代で化粧をしているのは、良いのですが、30代では作ることになります。それで扮装だと言います。40代くらいになれば、また変わるのです。目もたれてきます。その時からとても多く、ごまかさなければならないので仮装だと言います。50代くらいになれば、より異常になります。その時からする化粧は、欺くことだから、偽装と言うのです。福音もまったく同じです。60代くらいにする化粧があります。しわができてきて、異常になります。包装と言います。物を包装するように、覆うのです。福音もまったく同じです。60代に悟れば覆うことです。まったく同じです。70-80代の化粧は何でしょうか? それは化粧ではなくて、狂ったようなことです。福音もまったく同じです。死ぬ時に悟る人を見れば、狂ったように、主よと叫んだりします。

▲レムナントの時、最も正確に福音を理解して出発しなければなりません。今からあなたがたは卒業して社会に行かなければならないのです。 

(2)理解力と秘密 

▲皆様の周囲には、人もたくさんいます。最も持たなければならないことがあります。 

まず理解力と秘密です。必ず記憶しましょう。
1)世の中を理解する人にならなければなりません。
2)そして、秘密がなければなりません。必ず記憶しましょう。
▲ヨセフは、兄たちがねたむしかないのを知っていました。他のお母さんの息子なので、それしか仕方がありません。福音を悟っていないお兄さんたちが、食べること、着ること以外には知らないという事実を知っていたのです。ポティファルが自分を買って行く時には、仕事をさせようと連れていくことを知っていました。それで仕事を熱心にしたのです。監獄に罪人も来るが、義人も来ることを知っていました。パロ王が何を悩むかを知っていたのです。
▲親が無知でしょうか? 理解しましょう。学ぶことができなかったからです。理解しましょう。あなたがたが、これを学んで乗り越えて行きましょう。分かりますか? レムナントがこれをわかることができなければ、大変な事になります。普通の人と同じことになってしまいます。
優秀な人物は、ここから違うのです。無条件に理解して従うのではなく、他の秘密があるのです。成功したレムナントの特徴です。試みにあうことがありません。王を一度もしてみないが、王をしてみたら、狂うしかない。サタンは、サウル王に触るしかありません。これをダビデは理解していたのです。王が神様の御手にあることを理解しました。主が油を注いだ者に手を付けない。必要ならば、神様が手をつけるはずだ。他の秘密がなければなりません。この話を捕まえて、全てのものを解釈しましょう。家庭環境は、みな乗り越えましょう。
ソウル、光州、釜山、大邱に行ってみると違います。ひとつが違います。ソウルには、各地方の人々が集まったのです。違うのです。なにかひとつになりません。大邱、光州に行けば、ひとつがうまくいくのです。田舎であるから、うまくいくのです。早く理解しましょう。私達が持った秘密があります。私がなぜこの話をするのでしょうか? 米国は、150ケ国が集結した国です。霊的問題、文化、すべてが集結した地です。これを早く理解してキャッチしましょう。秘密がなければ死にます。ヨーロッパはどこでしょうか? キリスト教文化が底辺に敷かれている伝統がある国です。福音がありません。霊的問題がどのようになるでしょうか? 日本は、どうなのでしょうか? 日本は韓国と違います。とても自尊心と伝統を持っています。色合いがなんでも受け入れて、自分のものに作ります。その中のひとつがキリスト教です。ですから、福音化ができないのです。それを理解だけするのではなく、秘密を持って入っていくのです。今日、最後のメッセージです。それなら、整理をしましょう。傷を受けたことがありますか? 理解しましょう。父母の間、友人の間でも理解がなければなりません。これを知らなくて、自分の立場と見る時には、どんなにしても分かりません。ここには政治家の子どもがいるでしょう。政治家を理解しましょう。そうでなければ、家に問題がきます。牧師の子どももいるでしょう。牧師の立場は、みな違います。大きい教会、小さな教会、私のように回る牧師もいます。これを知らなければ、霊的問題がきます。これを知らなくて、サムエル、エリの息子が堕落をしました。
(3)秘密- それとともに秘密を持ちましょう。
1)霊的な兵士です。これが一番目の秘密です。
2)一時代の正確な道にメッセージを持って行く競技する者です。分かるでしょうか? 一時代に重要なメッセージを持って行く飛脚です。まちがいなく皆様は、この時代と次の時代に連結する重要なバトンを握った者です。それで規定通りにしましょう。その原理通りにしましょう。走る道に従って行きましょう。福音のメッセージが行く道に従って行きましょう。競技する者です。ものすごい者です。神様のみことばには、完壁な答があります。 

3)“農夫”です。こういう重要なメッセージです。農夫は今現在の農作業をする人を考えてはなりません。聖書の解釈は背景を知っていなければなりません。競技する者を話す時、今の選手を話すのではありません。その時は、ただ一人が、ひとつの競技に出たのです。その当時の兵士で、今の職業軍人ではありません。農夫、このように言う時、この時にはすべての人を食べさせて生かす重要な働き人です。そのような意味での農夫として呼ばれたのです。それとともに、穀物の分け前をまずもらうことが当然です。すべてを理解する力を与えられるのです。 

▲レムナントは、簡単に理解しましょう。霊的戦いをする兵士です。また全く同じく生きていくけれど、重要な秘密を持って走って行く競技する者です。農夫です。簡単に話します。 
1.農夫- 実を待つ人(ヴィジョン) 

▲農夫は実を待つ人です。農夫はいたずらに農作業をするのではなくて、実が結ぶのを待つのです。“ヴィジョン” 単に走って行くのではありません。私たちにはなにかがあります。
(1)未来- 実 

▲重要な未来を知っています。重要な実を知っているので、これを目指して走るのです。簡単に言うと
1)希望があります。希望があれば、
2)忍耐できます。希望があれば... 

3)労苦できます。韓国語で労苦と苦労は違います。苦しみを受け入れたということです。苦しみを味わうということです。それで労苦することができます。思い切り仕事をした人にご苦労さまと言います。苦しみを確かに受け取ったのです。正せば話が道理に合いません。苦労しました。こういう表現を使います。これを知っている者です。皆様は知らないけれど、明らかな事実です。気落ちする理由がありません。世界福音化の確かな契約があるのに、なぜがっかりするのでしょうか。 

▲創世記37:1-11 これは人格ではありません。自らの能力ではないのです。希望でもありません。これは事実です。これを持っていましょう。何ゆえに揺れるのでしょうか? わたしがともにいる。イスラエルを連れて行きなさい。証拠を見せる。どんなに困難が来ても揺れないのです。どれくらい揺れなかったでしょうか。紅海の前で、恐れてはならない。今日、あなたがたのために戦われる主を見なさい。出エジプト14:13-14節です。この程度でした。信仰が良いのではありません。正確に見たのです。この目をレムナントが確かに開かれることを願います。それで一番私をよく知っている人に尋ねてみてください。私を案内して通う人に尋ねてみましょう。なにかの話を聞けば90% 返事しません。理由があります。 未来-実を知っているからです。つまらない話しに揺れる理由はありません。だから、返事もしないのです。秘書が尋ねます。こういう事が起こったのにと尋ねます。答えることもあるけれど、話しません。話さないと、秘書は尋ねません。後ほど過ぎて見れば、あ、そうであるんだな。これを知っているのに、何ゆえに揺れるのでしょうか? 

▲昨日、テレビで見ました。韓国とスペインが戦いました。何度か見たのに、新しい感じで見ます。延長戦まで行きました。ヨーロッパ選手と戦って、ＰＫをして私達が勝ったのです。字が出てきました。韓国4強進出、その時に解説するチャ・ブングン選手が4強という言葉を5回も言いました。4強に進出しました。いよいよ韓国が4強に進出しました。感激して5回も話したのです。スペインの最高選手が静かに立っていました。韓国人は、自分たち間で抱きしめてたたきあっていました。韓国が初めて4強進出をしたのです。全世界に大騷ぎが起こったのです。もう一度見ても面白いのです。ところが一つが違います。全く緊張感がないのです。気分は良いのに、緊張感が全くありません。理由が何でしょうか? 知っているから。私達が勝ったので、緊張感がなく、おもしろいのです。本当に未来を知っている人、ヴィジョンを持っている人は揺れません。
▲Ｉサムエル16:23 あなたは、王になるはずだ。耐えなさい。用心しなさい。サウル王が、そのまま置いておかないだろう。悪い臣下が触るはずだ。どうでも、揺れませんでした。契約を握っている時に、ゴリヤテがきたのです。未来の王として責任感を持って走って行きました。主人公は絶対に死にません。捕まえることを希望します。 
▲農夫です。必ず実はみのります。希望があります。あなた達は農夫です。今日、重要な祝福をのがさないように望みます。
▲使徒19:21, 23:11 ローマにも行かなければならない。恐れてはなりません、パウロ。カイザルの前に立つ。揺れる理由がありません。使徒27:24. レムナントは、どんなに苦しくても、解釈を良くしましょう。この秘密を持って行かなければなりません。
(2)神様の計画 

▲世の中のヴィジョンでなくて“神様の計画”です。
聖書の人物、教会史の人物を見ましょう。ルター、ヨハン・カルヴィンと見ましょう。契約を握った人を見ましょう。ウエスレイを見ましょう。サムエル・ミルズを見ましょう。ジョナサン・エドワーズ、ムーディー、ブースを見ましょう。今はタラッパン、レムナントにバトンを握った競技する者です。競技する者がヴィジョンがなければなりません。犬はほえても列車は行きます。私の走って行く道を行きます。誰が防げるでしょうか? この秘密をレムナントが捕まえましょう。世の中の人々が話す成功の計画ではありません。完全な神様の計画です。
(3)世界福音化する重要な実について行こう 

▲農夫は実について行く。“実” 

ポティファルが神様を知るようになりました。この実ついて行ったからです。パロ王が神様を知るようになりました。神の霊の宿っているこのような人を、ほかに見つけることができようか。聖書をよく見ましょう。ダリヨス王が神様を知るようになりました。この実についていったのです。ナアマンが少女の話を聞いて、主を知りました。この実について行ったのです。使徒2:9-11、15ケ国に門が開きました。パウロは世界とローマを 征服しました。この実について行くのです。福音だけ入っていけば通じます。どんな条件も2名が通じることができません。しかし、キリストで通じるのです。キリストがある人は、国籍と関係なしで通じます。ビルゲイツみたいな人に福音が入っていけば通じます。タイガーウッズの中に福音が入っていけば、通じるのです。その実について行くのです。そこにヴィジョンを持った農夫です。記憶しましょう。
▲なぜ農夫と言ったのでしょうか? 農夫は実をいつも注意深く見なければなりません。
私の家に一週間、二週間あとで帰ると、草が育っていました。庭が使えません。草が変にはびこっていて、変に見えます。それで終わるのではありません。おかしな種が飛んできて、芝を殺すのです。これで農夫というのか? 家の周囲の木を放っておけば異常になります。それで農夫と言うんだなと思いました。いつも見守らなければなりません。
2.見張り人 
▲いつも見守らなければなりません。どのように守るのでしょうか? 
(1)イザヤ62:6-12 福音を持った者が本当に祈れば、茶の間でも世界福音化が可能です。霊的な世界の秘密を知れば、影響は世界に及びます。学校に驚くべき働きが起きるはずです。祈りの見張り人。
(2)エゼキエル3:18-20 みことばを守って伝える見張り人。いつも覚えましょう。
(3)Ｉペテロ2:9 光を伝える光の見張り人
▲それで、農夫です。 

3.祝福- 恵み 

▲より重要なことを話しました。穀物をまず受けることが当然です。“祝福” 

皆様が先ず一番に祝福、恵みを受けるのです。りんごを取れば、農夫がまず食べます。白菜を植えて取り入れば、売る前にまず食べます。良い実を育てながら、まず恵みを受けるのです。これがよく育っているな。なんの話なのか記憶しましょう。今からしましょう。
(1)定刻の祈り 

▲皆様が味わいましょう。定刻の祈りが良くできませんよ。
1)定刻の礼拝- ひとりでしましょう。車に乗ってすればチャンスです。聖書、賛美歌を開かなくてするのです。驚くべき事が行われるはずです。農夫がまず恵みを受けなければなりません。礼拝を正式にしてみましょう。教会で聖日にする礼拝をそのまますれば良いのです。してみましょう。私は率直に申し上げます。むかしに礼拝堂に行って賛美を歌うのに賛美が良いなと感じることができませんでした。世の中の歌が良かったのです。信徒には話しませんでした。むかし運転する時、私の車には賛美歌はなくて、世の中の歌だけがありました。田舎の道を行けば、コスモスという歌を歌うと、素晴らしいのです。賛美を歌うと恵みなりませんでした。率直にそうでした。歌がうまい人を見れば、うまいなと思うだけで、賛美が回復できなかったのです。ある日、賛美を回復しました。車に乗って行く時に、礼拝をすべきだなと思い、みことばを黙想したのです。そして祈りました。そして賛美を歌うのに、比較出来ません。主のすばらしさを賛美します。賛美、メッセージが回復しました。一日に４回ずつ定刻の礼拝をささげたのに、ものすごく恵みを受けました。これを始めましょう。
2)学業- 専攻 

▲そして、この２つを祈りましょう。 

3)願い- 最も重要な願いを神様にささげましょう。とても重要です。 
(2)フォーラムを始めましょう。 

▲祈りの手帳を作ってフォーラムをすれば、相当な事が行われるはずです。昨日の夜にソ・テスク牧師が尋ねて信仰の証しをしました。とても申し訳ないです。私が普通に聞いていたのですと言いました。すべての信徒が過ぎたメッセージを捕まえてフォーラムを少し前から開始したということです。ところが、あまりに正確に答えがき始めたのです。 98年度に祈り手帳が出てきたのに、それをなぜ知らなかったのか分からないと言いました。神様のみことばを具体的に捕まえて行かなければなりません。ためしに一度してみましょう。皆様が 今回のメッセージを受けて、祈りの手帳を作って一度祈ってみましょう。どのように答えがきているか、一度してみましょう。
1)自分、私- 私に毎週どんなことがおきるのでしょうか? 人に説明するのではなく、自分に起きたことを話すフォーラムをしましょう。
2)現場フォーラム- 現場フォーラムをしましょう。霊的問題、霊的問題と言うのですが、フォーラムをしてみましょう。その時から相当な事が行われます。
3)事、事件- これを持ってみことばフォーラムをしてみましょう。 

4)出会い- 出会いを通じてフォーラムをするのです。みことばフォーラム、祈りフォーラムをしましょう。祈り手帳を作れば正確な答えがきます。メッセージを捕まえて一週間祈りながら、フォーラムをしてみましょう。 牧師のメッセージを捕まえて、祈りのフォーラムをしてみましょう。
▲使徒2:42 使徒の教えを受けて。この四つのフォーラムをしてみましょう。毎日答え、ずっとみわざが起きるのです。学校、世界福音化、簡単に起きます。これを常時祈りと言うのです。最も重要な願いを祈りましょう。そして、フォーラムを真っすぐにしましょう。私に、現場に、仕事を通じて自然的に会えばするようになっています。特にフォーラムをする時、とても重要なことは、講壇を通じてすることです。. 

5)講壇- 絶対に逃さずにフォーラムをしましょう。試みを与えることを話さず、フォーラムをしましょう。つまらない話しをする必要はありません。パウロは常にフォーラムをしました。パウロは常に３つのフォーラムをしました。神様は、このように祈りの答えをされた。あなたがたの為に祈る。みことば運動、伝道がこのように現れた。神様の計画はこうだ。常にフォーラムをしました。最後によく捕まえなければなりません。すると、見回すとすぐにフォーラムになります。この話が、このことだったのだな。これが続けば皆様の信仰が変化します。いつも他の人のことだけ見れば、にせ物です。他人のことを見て走って、それがにせ物です。これがこんにちの世界の青少年の問題です。自分は何もないのに、他の人のことで騒ぐのです。うわべについて行かず、正確にしましょう。農夫が穀物をまず受けることが当然です。
(3)正体と実体性- 私は誰か？正体と実体性を知るようになります。
1)自負心- 自負心が生じます。答えがずっとくるためです。神様の子どもだな。21世紀の主役だな。私はむかしに手助けする人がない時も神様の子ども、伝道者、21世紀にレムナントを育てる祝福を受けたんだなあと思いました。 

2)自尊心- 韓国人だが世界福音化の重要な祝福を味わう者です。正体と実体性が生じます。私がこのように祝福を受けたんだなあ。周囲を注意深くみれば、苦しいことがあります。悩む必要はありません。祈ればよいのです。農夫という話は単なる話ではありません。
3)自信観- 最善を尽くしなさい. 

(4)農夫-一時代を生かす歴史的な見張り人です。一時代を生かす歴史的バトンを持っている飛脚です。間違いなく、時代的、代表的、記念碑的祝福を与えられます。
▲農夫です。恵みを受けましょう。フォーラムをしましょう。他の人とせず、自分としましょう。足りない人は別の人を捕まえてしようとします。現場をみつめてフォーラムをしましょう。新聞、事件を見て、フォーラムをしましょう。26人を殺した人を見ながら、私は自分でフォーラムをしました。霊的ゆえにわれ知らず、あのようになったんだなあ。世の中には、霊的問題を持った者があまりに多いな。うつ病になった人がとても多いな。精神分裂、悪霊につかれた人があまりに多いな。神様が私にこのように祝福してくださって、とても感謝だな。だから、私が行って目を覚ましてあげないといけないな。弟子がなければならないのに、いないな。まだすることをみなしていないな。フォーラムです。なんの話なのか分からないでしょうか? 狂った人が26人も殺した。これは、フォーラムではありません。狂った人が、大邱の駅に火をつけた。これもフォーラムではありません。悪霊につかれた人間が苦闘している途中で火をつけた。教会が手助けしなかったんだなあ。医者が手助けできなかったんだなあ。福音を持った医者がいないのだな。その人が大邱の地下鉄に火を付ける前に助けてくれと言ったのです。教会に通っても、霊的問題を知らなくて、何をするのでしょうか? 皆様を知っていれば良かったのに。私はまだうつわが小さいのだな。これがフォーラムです。神様、行く所々に弟子を派遣させてください。このようにフォーラムができないでしょうか? 一時代のための農夫です。すべてに知恵を与えて下さいます。 

▲秘密３つ。霊的兵士、フォーラムにならなければなりません。皆様を家を見れば、霊的な戦いをしなければならないでしょう。競技する者。何を伝達する競技者です。冠を受けるためです。農夫です。私から生かさなければなりません。穀物をまず受けることが当然です。少しだけしても、相当な答えを受けます。聖日にフォーラムをしましょう。説教をすべて書いて持って通えるでしょうか? とてもダンスがうまい学生がいましたが、ダンスをするのに持って通うのでしょうか? フォーラムをしましょう。このフォーラムという話は、これはキリスト教で先ず一番に出てきた言葉です。初代教会は説教を聞いてフォーラムをしました。“sermon forum"と言います。内容も知らないながら、世の中の人々が同じようにします。皆様がこの祝福を捕まえれば、答えがくるのです。農夫が穀物を育てながら、フォーラムをまずします。おいしそうだ。これがフォーラムです。よく大きくなっているな。これがフォーラムです。休暇に出て、世話もせずに、あちこち行っていては、穀物は死んでしまうでしょう。フォーラムになりません。それでは、農夫ではありません。わかることを希望します。耳がある者は聖霊が話すことを聞きなさい。答えがきます。
4.結論 

(1)性格- レムナントの時に直さないと大変な事になります。レムナントの時、メッセージを聞く時、集中しなければ、年をとると精神が難しいのです。何もできなくなります。音楽が狂いました。音楽が大きな音で出て、静かな音楽が出てこないと力が入りません。この頃の青少年は、集中できません。今、青少年がメッセージに集中できません。集中にすることと、彼らが合わないのです。常にあちこち動き回るのです。女、男もそうです。だから、精神病になるのです。それを医者が知っているでしょうか? レムナントの時、直しましょう。 

1)未信者- 未信者より良くなければなりません。ほとんど未信者よりましな答を探しましょう。攻撃的な性格があるでしょう。レムナントの時、直さなければなりません。傷があって、霊的問題があるんだな。内剛外柔という言葉があります。内側は強く、表面は軟らかいのです。クリスチャンを見れば対話できないで、強いのです。特にタラッパンメンバーはそうです。内側が弱いのです。内側が強い人は、表面が軟らかいのです。内が強い人は余裕があります。内側が強い人は早急ではありません。内側が強い人は傷つきません。必ず記憶しましょう。皆様が強い人になるのは、内側が強い人になりましょう。内側が弱くて、表面が強いのがチンピラです。内側があまり弱くて人を刺すのです。これを耐えることができなく、父も殺すのです。自分の息子も殺します。心が弱いからです。
運動の中で、相撲、レスリングは強い運動です。その中で強いのが柔道です。韓国語で柔道と言う時、柔という字は軟らかいという字です。あたたかく穏やかな時、柔です。それが軟らかい運動でしょうか? 強いことを勝とうとするなら、軟らかくなければなりません。例をあげましょう。私は柔道をします。チョン・ウンジュ牧師と戦いました。その方の力は、青少年の力と同じです。一緒に押すならば、やられます。すると、押す力を利用して投げるのです。キム・ドンコン牧師も力が強いのです。あの人が引く。一緒に引くならば服が裂けます。私を引っぱります。引っ張られていきながら、内掛けで足を引っかけるのです。これが柔道です。おかしな人がお金を盗んで逃げます。強盗を捕まえてくださいと追いかけて行きます。その時、皆様はどのようにするのでしょうか? その前でうろつけば、殺されます。走って行く時は、判断が異常です。この人が私を邪魔するな。こういう考えをします。大変な事になったなあ。すると、ポケットにあるナイフを持って刺します。ナイフに勝つことができるでしょうか? 心臓にナイフが刺さってしまうでしょう? 強盗がくる時には、壁側に逃げるのです。強盗が判断して、逃げるな。走って行きます。その時、足だけ引っかけたら良いのです。足に引っかかって、走ってきただけに強く倒れます。強く倒れて死ぬこともあります。それが柔道です。軟らかい柔です。青少年の時に直さないと異常になります。普通、私が専門担当者に会ってみれば、対話できません。それをがんばって成就してきたのに、内側は弱いのです。勉強を必死でしてきたのに、内は弱いのです。対話できません。これから、そのような人物になったはなりません。内側が強いけれど、表面は柔らかいのです。
2)治癒- 治癒がレムナントの時に可能です。おとなになれば、うまくできません。
▲孟子がこう話しました。男らしくなるならば３つのことがなければならない。
①男らしい男は、貧しくても揺れない 
②男らしい男は、たくさんあっても(富貴) 堕落しない. 

③男らしい男は、力(権力)の前に卑屈にならない。富貴貧賤、安楽艱難･･という中国の言葉があります。これからこのような文字も勉強するように望みます。未信者がそのような話したのです。男らしい男でないから、揺れるのでしょうか? 世界福音化する人がお金に弱くて良いでしょうか? あるというので、生意気な態度をとっても良いでしょうか? 力がある人に追従して良いでしょうか? 孟子が言った言葉です。レムナントの時、これを握らなければなりません。
▲ある人が、女には5つがなければならないと言いました。
①容姿- 容姿が良くなければなりません。容姿が最初です。あまりに気味が悪ければこまります。許されないのです。ある程度、女らしく容姿が良くなければなりません。 

②気立て- 気立てが良くなければなりません。気立てが悪ければ、可愛ければ可愛いほど、見たくありません。見た目が悪い人で、気立てまで悪ければ、動物のように見えます。きれいな女の人で、気立てが異常ならば、悪魔のように見えます。
③言い方- 話すのを見れば分かります。足りない人は、むだなことを話します。人間が良ければ、必要なことを話します。レベルが高くても、必要な話をよくできません。
④文字- 字を書くのを見れば分かります。学校に通わなかった人は文字をよく書けません。
⑤手並み- 未信者もそのようにするのに、ものすごい祝福を持っているのに、傷ゆえにできないのです。
▲固執が強いことは、内側が弱いからです。世界を生かすレムナントが、固執が強いと、社会で押されます。女の人が話が通じないと、追い出されるか、押さえられます。この頃は、男が追い出される時代ですが、それでも必ず、記憶しましょう。皆様はレムナントです。
(2)世界生かすレムナント- 3つがなければならない. 

1)合理性- レムナントは合理性がなければならない. 

2)主観性- 専門性 

3)霊性- 霊的部分 

▲レムナント7つを３つに減らすことができます。合理性は事実、客観的です。それとともに、専門性がなければなりません。主観性です。霊的な部分を知っていなければなりません。世界の人々が霊的部分を知らないから、霊的部分を知っていなければならないのです。そして、結論として福音が答えです。
▲皆様は世界を征服しましょう。霊的な兵士、一時代にメッセージを伝達する競技する者、一時代に死んでいく人を生かす農夫、すべてに知恵をくださるでしょう。神様の祝福がレムナントにあることを主の名前で祝福します。
おとなが驚きました。中高等学生なのか、大学生なのか区分できないと言います。レベルがとても高井のです。本当に年ごとにそうです。
一言だけして終えます。フォーラムを始めましょう。それで答えを味わうことを希望します。
(The end) 
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